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近畿電気工事株式会社奈良支店
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ロピーから静かな大和路が見わたせ、中庭の
皆い竹が目をやすませる。大和文華館は、め
ぐまれた環境の美術館です。疲れを知らなし
美の鑑賞は、めまく るしい現代人をしっとり
とうる霜します。
絵画彫刻書蹟 臨磁漆工染織など、国宝
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挨拶・・ご

新役員きまる

全議員選挙終る

1号議員40名、 2号議員25名、 3号議員10名
議員名簿

新役員及び議員の面影・ー

【意見と要望】

近畿圏整備の問題についてー

万国博の関西誘致を決議・

【その他〕

オリソピック商業道徳高揚運動及び

奈良商店ニソクーノレ実施中・・

壇】【文

短歌・俳句・・・・・

働】【労

求人対策特別委員会開かる・

中高年令層の採用を考えよう

目 次

川

会頭大森久司

・・24

35

゛

赤

坂

藤

園
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6・3・3は学制
6・2・2は割商です

奈良市中小企業融資制度御案内・
企業の近代化はオートスライドで・ー・・ーーー・・

新入会員ご紹介・・ー

取引照会・・・

【調 査】

奈良市内小売物価動向表・・・

説】【解

1.中小企業近代化促進法の解説・

2.企業の国際競争力の強化のための税制措置・
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それは年6分2厘2 毛余としら
1年ものでは最高の利回りです。
今す、ぐ御研究下さV。

お客様本位のサービスの店
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年利回6分2厘余
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北海道から鹿児島庄で全国に66店舗を有する
資本金 170 億円(内.政府出資 107 億円余)

商工組合中央金庫
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今
回
の
改
選
に
皆
様
方
の
ご
支
援
に
ょ
り
再
び
会
頭
に
就
任
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
こ
と
は
、
偏
え
に
各
位
の
御
厚
情
の
賜
と
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
と
と
も
に
一
層
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
す
次
第
で
あ
り

ま
す
。
幸
い
当
市
の
各
代
表
産
業
の
第
一
人
者
で
あ
ら
れ
る
河
合
、
吉
川

小
山
三
氏
の
副
会
頭
の
御
就
任
を
頂
き
、
至
ら
ぬ
点
は
相
寄
り
御
扶
け
を

頂
き
地
元
商
工
業
の
発
展
の
為
微
力
を
尽
し
た
い
と
念
願
い
た
し
て
居
り

ま
す
。御

高
承
の
通
り
昨
年
近
畿
圏
艶
講
法
が
公
布
さ
れ
、
我
奈
良
市
、
広
域

経
済
的
な
見
地
よ
り
過
大
化
し
、
た
彦
神
地
域
と
の
関
係
、
又
近
畿
圏
に
於

け
る
奈
良
の
特
徴
を
フ
ル
に
佳
;
一
九
役
割
を
ど
ぅ
果
す
か
に
ょ
っ
て
地

域
経
済
の
飛
躍
的
綜
合
的
な
発
腿
が
計
れ
る
と
と
と
確
信
致
し
ま
す
。
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又
我
国
の
経
済
も
本
格
的
な
開
放
経
済
に
入
り
、
加
う
る
に
高
度
成
長

の
一
大
転
期
に
直
面
し
、
現
下
の
経
済
情
勢
は
内
外
共
に
益
々
き
び
し
さ

を
加
え
、
わ
け
て
も
中
小
企
業
問
題
は
幾
多
の
難
問
題
を
包
蔵
し
て
居
り

ま
し
て
、
そ
の
前
途
に
は
困
難
な
問
題
が
山
積
し
て
い
る
も
の
と
存
じ
ま

す
。何

れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
業
界
に
大
き
く
影
響
を
及
ぽ
す
時
期
を
迎
え

会
議
所
の
責
務
は
一
入
大
な
る
も
の
が
あ
る
事
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ
り

ま
し
て
会
議
所
の
内
容
充
実
を
は
か
り
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
も
一
段
の

努
力
を
致
し
た
き
所
存
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
今
後
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皆
様
方
の
一
層
の
御

懇
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わ
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す
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願
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申
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昭
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三
力
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の
本
所
議
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任
蛙
舌
万
、
二
号
議
員
の
推
せ
ん
並
び
に
選
任
終
了
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共
に

去
る
九
月
二
十
五
日
一
号
議
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の
選
挙
に
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っ
て
無
事
茲
に
改

選
を
終
了
す
る
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と
が
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来
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財
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(
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十
三
日
決
定
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ッ
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次
々
と
部
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十
五
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の
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任
鴛
了
し
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激
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競
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が
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別
掲
の
通
り
四

0
名
の
当
選
者
が
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定
し
、
今
後
の
当
所
運
営
に
も
業
界
の
意

見
が
直
接
に
反
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れ
る
明
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見
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感
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奈
良
県
知
事

奈
良
市
長

奈
良
商
工
会
議
所

会
頭
大
森
久
司

奈
良
商
工
会
議
所
近
畿
圏
整
備
特
別
委
員
会

、建

.
、
・
,
 
L

ノ
、
叩
"
、

J
 
、

一
一

4

要
望
書

近
畿
圏
整
備
計
画
も
最
終
的
な
基
本
方
針
の

策
定
段
階
に
入
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
奈
良

県
、
奈
良
市
に
於
か
れ
ま
し
て
は
本
県
本
市

の
果
す
べ
き
役
割
を
強
力
に
主
張
さ
れ
、
深
く

敬
亭
表
t
る
処
で
あ
り
立
t
。

我
々
地
元
産
業
界
と
致
し
ま
し
て
も
奈
良

県
、
奈
良
市
の
特
殊
性
と
将
来
の
発
展
を
期
す

る
本
計
画
に
つ
き
深
い
関
心
と
期
待
を
寄
せ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
下
記
の
二
項
目
が

当
面
の
重
要
な
基
本
問
題
と
思
料
せ
ら
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
本
項
に
つ
い
て
近

畿
圏
整
備
本
部
が
是
非
採
択
す
る
様
尚
一
層
の

1
;
「
.
"

゛
.

吉
田
淳

一

,
叩
f

X

,
,
、
ー

一

酷
な
制
限
を
附
す
る
如
き
は
地
元
産
業
を
萎
靡

沈
滞
せ
し
め
る
の
み
な
ら
ず
、
本
事
業
遂
行
上

に
も
多
大
の
支
障
を
来
た
す
こ
と
と
な
る
も
の

と
思
料
せ
ら
れ
ま
す
。

よ
っ
て
賎
存
事
業
に
著
L
い
打
撃
を
与
え
る

場
合
は
、
特
に
国
又
は
県
市
の
財
政
的
裏
付
措

置
を
講
ぜ
ら
れ
る
様
要
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。ニ

、
道
路
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て

産
業
振
興
上
道
路
交
通
網
の
整
備
は
本
県
の

地
形
よ
り
見
て
最
も
重
要
な
繊
で
あ
り
、
力

う
る
に
観
光
道
路
と
し
て
、
も
、
阪
袖
観
光
客
の

受
入
れ
道
路
と
し
て
も
、
竺
の
既
存
道
路
は

早
や
飽
和
占
§
延
L
て
い
る
状
墜
あ
る
。
従

つ
て
次
の
新
道
路
建
設
を
速
や
か
に
着
工
せ
ら

る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

働
奈
良
バ
イ
.
ハ
ス
線
の
早
期
実
現

同
第
二
阪
奈
道
路
の
設
置

(
奈
良
←
新
大
阪
駅
←
伊
丹
を
結
ぶ
直
結
ル
ー

ト
)

、

、「

、

、

御
努
力
賜
り
主
す
様
、
当
所
当
該
委
員
会
の
決

議
に
ょ
り
強
く
要
望
す
る
次
染
で
あ
り
主
す
。

記

一
、
保
全
区
域
に
対
す
る
特
別
立
法
と
財
政
的

裏
付
に
つ
い
て

奈
良
は
古
文
化
財
と
風
致
と
を
中
心
と
す
る

高
度
な
特
異
性
を
有
す
る
と
共
に
、
其
の
範
閏

も
広
範
に
渉
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
何
等
の
財

政
的
喪
付
も
な
く
徒
ら
に
既
存
の
事
業
又
は
所

有
地
に
対
す
る
制
限
を
行
い
甚
だ
し
き
は
県
市

の
誘
致
措
置
に
ょ
っ
て
移
転
し
来
っ
た
施
嬰

対
し
何
等
の
補
償
措
置
を
講
ず
る
こ
と
な
く
苛

近畿

去る5月18日第2回近畿圏整備特別委員会(委員長野村萬作氏)を開催、近畿圏整備
の当面の問題等について話し合い、別掲の通り要望する事を決定、 6月12日奈良県知
事、奈良市長及び関係方面に要望書を提出した。

お斌お斌諺斌録斌お滋お斌お斌鎚斌お斌鎚縄お縄鎌戯お斌お縄鎚斌鎚斌諺斌鑛斌鎚斌崟斌
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の問題について



万
国
博
の
関
西
誘
致
を
決
議

残
曇
き
び
し
い
九
月
四
日
午
前
十
時
奈
良
県

商
工
会
需
連
合
会
は
結
成
後
初
の
合
同
常
議

員
会
懇
談
会
を
奈
良
ホ
テ
川
に
於
い
て
開
催
し

大
森
奈
良
<
重
村
島
大
和
高
田
会
頭
以
下
双

方
役
員
系
L
て
一
隈
奈
良
市
長
、
名
倉
高
田

市
長
、
山
村
県
経
済
部
長
各
位
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
終
始
活
発
な
意
見
を
交
換
す
る
と
共
に
今
後

両
会
議
所
は
益
々
連
繋
協
調
を
高
め
て
今
後
の

経
済
笥
に
対
処
し
奈
良
県
経
済
の
進
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

主
な
る
提
案
事
項
は
次
の
通
り

①
企
深
復
為
問
題
を
別
に
し
て
そ

の
発
展
は
考
え
ら
れ
な
い
と
の
観
点
か

ら
県
に
労
働
商
工
部
(
現
在
商
工
課
は

.

第
一
回
奈
良
県
商
工
会
議
所
連
合
会

合
同
常
議
員
会
開
催
さ
る
ガ
一

◇
・
・
・
・
・
・
・
・
・

71

経
済
部
、
労
政
職
安
課
は
厚
生
労
働

部
)
を
新
設
す
べ
き
で
あ
る
。

②
輸
出
振
興
の
た
め
奈
良
、
高
田
両
市
で

民
問
の
協
議
会
を
つ
く
る
こ
と
。

③
政
府
資
金
に
ょ
る
各
種
金
融
制
度
に
つ

い
て
は
研
究
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
。

尚
②
、
③
の
問
題
に
つ
い
て
は
尚
一
層
研
究

調
査
す
る
た
め
「
中
小
企
業
問
題
協
議
△
E
 
(

仮
称
)
を
両
会
議
所
で
つ
く
る
こ
と
に
し
構
成

メ
ソ
バ
ー
は
両
会
議
所
正
副
会
頭
ら
で
決
定
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

他
に
合
同
委
員
会
の
名
に
於
い
て
万
国
博
覧

会
の
関
西
誘
致
促
進
を
満
場
一
致
で
決
議
し

国
旗
を
掲
揚

し
ま
し
ょ
う

1

Σ
一
、
、
气

.

一
、
各
事
業
場
で
は
毎
朝
始
業
前
に
国

旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う
。

ニ
、
国
の
祝
祭
日
、
記
念
日
に
は
各
戸

で
必
ず
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う
。

◇

観
観
1
-
ー
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
商
業
道
徳
高
揚
運
動
及
ぴ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
奈
良
商
店
コ
ン
ク

レ
1

ノ

,
゛
'
、
'

国
旗
を
た
て
ょ
う
わ
れ
ら
の
日
の
丸

心
に
職
場
に
家
ご
と
に

み
ん
な
掲
げ
て
明
る
い
く
ら
し

わ
れ
ら
の
日
本
だ
日
の
丸
だ

,
ー

各
種
自
動
車
々
体
製
造

各
種
自
動
車
々
体
修
理

し

・
実
施
中
リ
一

*
§
1

ニ
,
叉
J
゛
ー
}

ノ

4

奈
良
車
体
製
造
株
式
会
社

取
締
役
社
長
須
河
作

奈
良
市
油
阪
町
三
二

電
括
(
奈
良
)
代
.
ナ
四
二
五
.
ナ
四

本
年
は
国
民
が
多
年
待
望
し
た
オ
リ
ソ
ピ
ッ

ク
開
催
の
時
期
で
あ
り
多
く
の
外
客
の
来
訪
が

予
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
本
市
商
業
の

真
価
を
発
揮
し
、
国
際
的
信
用
窒
局
め
る
と
と

も
に
商
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は
か
り
、

消
費
者
の
信
頼
感
を
一
層
高
め
る
た
め
奈
良
市

と
共
催
の
下
に
商
業
道
徳
高
揚
運
動
を
展
開
す

る
。
尚
本
年
度
は
従
来
の
奈
良
商
店
サ
ー
ビ
ス

運
動
を
オ
リ
ソ
ピ
ツ
ク
商
業
道
徳
高
揚
運
動
の

一
環
と
し
て
実
施
す
る
。

名
称
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
商
業
道
徳
高
揚
運

、

1

、
.
、
.
、

,
、
,
,
,
も
ー
"
瓢
;
,
ー
:
;
ー
'
゛
!
、
ー
、

◇

61

、

5
、
運
動
の
内
・
容

本
運
動
の
重
点
項
目

ω
本
運
動
は
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
に
協
力
し
、
商

業
道
徳
の
高
揚
を
図
る
た
め
次
の
共
通
ス

戸
ー
ガ
ソ
を
強
力
に
推
進
す
る
。

圃
高
い
商
業
道
徳
で
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
を

同
よ
い
も
の
を
正
し
い
値
段
で
親
切
に

②
本
運
動
の
P
R
の
展
開

本
運
動
の
事
前
期
間
及
び
実
施
期
間
中
、

。
ホ
ス
タ
】
、
ス
テ
ッ
カ
、
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
、
商
店
及
び
観
光
士
産
口
與
旅

鵡
飲
食
店
、
交
通
機
関
に
ょ
り
商
業
者

に
対
し
、
宣
伝
啓
発
の
た
め
の
P
R
を
展

開
す
る
。

"

)8
 
外
客
関
係
事
業

(
知
案
内
.
ハ
ソ
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
配
布

同
商
店
街
歓
迎
統
一
装
飾
の
推
進

奈
良
県
銀
行
協
会

南
都
銀
行

三
和
銀
行
奈
良
支
店

住
友
銀
行
奈
良
支
店

＼

日
本
勧
業
銀
行
奈
良
支
店

協
和
銀
行
奈
良
支
店

紀
陽
銀
行
五
条
支
店

W
 
シ
ョ
ー
カ
ー
ド
、
.
フ
-
プ
イ
ス
カ
ー
ド

メ
ニ
ユ
ー
の
欧
文
併
記
等
の
推
進
指
導

⇔
商
業
道
徳
向
上
講
習
会
セ
ミ
ナ
】

座
談
会
等
の
開
催

困
従
業
員
向
け
英
会
話
の
指
導

④
一
般
商
店
関
係
事
業

川
商
店
と
消
費
老
と
の
座
談
会
等
の
開

嵐
鱗
1

.

2
、
主
催
奈
良
商
工
会
僻
、
奈
良
市
、
日

本
商
工
会
瀞

3
、
後
援
通
商
産
業
名
、
中
小
企
業
庁
、
奈

良
県

4
、
期
間
昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
十

打
三
十
一
日
ま
で
の
一
ケ
月
間

弔

↓
デ

同
店
主
又
は
従
業
員
を
対
象
と
す
る
講

演
会
講
習
会
等
の
開
催
(
商
店
主

婦
講
座
流
通
革
命
下
の
小
売
商
の
あ

ノ

り
方
等
)
及
び
巡
回
指
導
に
重
点
を
置

い
た
目
で
見
る
経
営
講
座
の
開
催

⑤
本
運
動
期
問
中
に
奈
良
商
店
サ
]
ビ
ス

コ
ソ
ク
ー
ル
を
実
施
す
る

本
コ
ソ
ク
ー
ル
は
本
市
商
業
の
経
営
近
代

化
を
助
成
t
る
こ
と
を
目
標
に
接
客
サ
ー

ビ
入
店
舗
構
造
、
陳
列
方
法
に
つ
い
て

審
査
を
実
施
す
る
。
全
市
商
店
よ
り
商
店

街
に
属
す
る
商
店
は
商
店
会
長
の
推
せ
ん

に
ょ
り
、
又
商
店
街
に
属
さ
な
い
商
店
に

つ
い
て
は
別
に
申
込
を
な
し
、
学
識
径
験

老
及
び
消
費
者
代
表
に
ょ
る
審
査
の
合
計

点
を
、
つ
て
得
点
の
順
位
に
ょ
り
入
賞
を

決
め
る
。
尚
上
位
入
賞
三
店
に
つ
い
て
は

全
国
商
店
サ
ー
ビ
ス
コ
ソ
ク
ー
ル
に
参
加

推
せ
ん
す
る
。

.

動

・・・◇

催

た
0

会§

1

五六八
ノ゛'、ノー'、
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短
歌

世
界
新
気
負
ふ
五
輸
の
秋
闌
け
て
奈
良
は
文
化
の
園
う
つ
く
し
き

深
熊
野
の
は
て
な
し
山
の
雲
ふ
み
て
巌
く
ゞ
り
て
バ
ス
走
り
行
く

か
け
め
ぐ
る
心
の
車
L
ぱ
と
め
て
月
を
み
か
さ
の
園
に
や
す
ら
ぐ

千
代
の
舎竹

村
慶

白
鳳
会
旅
行
の
折
に

夏
知
ら
ぬ
る
り
渓
の
水
つ
め
た
け
れ

小
石
あ
さ
り
に
手
足
ひ
た
せ
ぱ

保
津
川
の
岩
問
を
縫
い
て
く
だ
る
ふ
ね

し
ぶ
き
あ
げ
つ
、
ス
リ
ル
た
の
し
む

泳
ぐ
人
キ
ャ
ソ
プ
の
人
に
賑
い
ひ
て

俗
化
を
惜
し
む
保
津
の
峡
谷

直

句

.

奥

夏
霞
む
畝
火
を
を
(
愛
)
し
と
思
い
け
ん

あ
ぢ
さ
い
の
一
番
の
色
出
そ
め
け
り

お
と
な
し
く
絵
本
読
み
ゐ
る
ま
る
裸

涼
闇
の
底
に
寝
釈
迦
の
如
く
あ
り

暑
に
耐
え
て
臓
欠
け
の
腹
具
合
よ
し
.

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー'

芳
秋

南
都
銀
行
本
店
営
業
部
長

辻

.

、
.

人
対
策

'
ネ
.
ー

魚

大

う
モ

大禾

嘘
も
の
の
角
ぱ
し
買
ふ
も
さ
や
け
し
X

こ
こ
か
ら
の
月
し
ろ
も
ま
た
な
つ
か
し
き

こ
の
萩
の
ち
る
べ
き
と
き
の
想
ひ
ふ
と

あ
し
び
は
や
花
ご
し
ら
へ
に
時
雨
は
や

大
変
や
鹿
死
ん
で
ゐ
て
巡
査
来
て

ι

k

当
所
で
は
、
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
に
対
処
す
る
為
、
関
係
庁
と
密

接
な
連
繋
の
上
に
一
屋
用
対
策
を
真
剣
に
研
究
討
議
し
積
極
的
な
方
策
を

推
進
す
る
た
め
新
し
く
求
人
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
正
副
会
頭

の
他
、
各
業
界
に
わ
た
っ
て
次
の
二
十
一
名
の
委
員
を
委
嘱
し
、
第
一

回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

牙

う
4

、

ー
"
.
ー

福

過
ぐ
る
八
河
二
十
四
日
午
前
十
時
よ
り
会
議

所
二
階
永
ー
ル
で
第
一
回
会
合
を
開
い
た
。
河

合
副
会
頭
挨
拶
の
後
、
正
副
委
員
長
の
互
選
に

入
り
、

委
員
長
に
一
瑞
公
男
氏
(
奈
良
交
通
朗
社
長
)

副
委
員
長
に
奥
田
由
三
氏
(
奥
田
布
帛
佛
会
長
)

の
両
氏
を
選
び
、
県
職
業
安
定
課
飯
田
職
業

係
長
、
奈
良
公
共
職
業
安
定
所
松
尾
次
長
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
当
面
の
一
履
用
事
恬
と
見
透
し
、
及
び

求
人
対
策
に
つ
い
て
の
話
し
を
聞
い
た
後
、
今

後
の
求
人
問
題
に
つ
い
て
協
議
に
入
っ
た
。

種
々
協
議
の
結
果

①
若
年
労
働
力
に
つ
い
て
県
外
流
出
が
多
い

が
、
県
、
安
定
所
等
は
や
は
り
郷
土
発
展

田

.

、

)
る
力
る

1

塔
黙
:
.
λ
・
ー
、
÷
'

モ
ー
"
、

南

圃

、遜

.

求
人
対
策
特
別
委
員
会
委
員

奈
良
商
工
会
議
所

の
為
、
又
郷
士
愛
の
見
地
よ
り
県
内
就
職

に
持
っ
て
行
く
為
の
指
導
P
R
を
強
力
に

推
進
さ
れ
る
様
申
し
入
れ
た
。

.

②
同
業
者
間
の
労
働
者
引
抜
を
お
互
に
や
め

る
様
、
申
し
合
せ
を
な
し
、
周
知
を
計
る

③
若
年
労
働
者
の
獲
得
は
絶
対
数
が
底
を
つ

い
て
い
る
処
か
ら
若
年
層
開
拓
の
外
、
企

業
内
の
必
要
労
働
力
確
保
と
い
う
見
地
よ

り
、
奈
良
公
共
職
業
安
定
所
の
協
力
指
導

に
ょ
り
、
当
所
に
於
て
失
業
保
険
受
給
者

.

及
び
中
高
年
齢
層
の
集
団
求
人
面
接
を
実

施
す
る
事
に
決
定
し
た
。

(
順
不
同
、
敬
称
略
)

高
橋
公
男
奈
良
交
通
(
株
)
社
長

奥
田
由
三
奥
田
布
帛
(
株
)
会
長

福
田
楢
蔵
(
株
)
ア
ラ
ナ
ラ
社
長

橋
本
蔵
治
(
株
)
白
銅
屋
橋
本
商
店
社
長

乾
太
郎
(
名
)
奈
良
明
新
社
社
長

吉
川
晃
奈
良
吉
川
産
業
(
株
)
専
務

阪
田
冨
三
郎
(
名
)
い
ろ
は
旅
館
社
長

J

松
岡
太
郎
三
笠
物
産
(
株
)
社
長

今
西
清
兵
衛
(
株
)
今
西
清
兵
衛
商
店
社
長

田
中
亀
吉
(
有
)
森
永
食
堂
社
長

大
東
善
治
(
株
)
大
和
山
荘
社
長

阪
本
善
雄
(
有
)
常
磐
社
長

杉
本
勝
彦
奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー
(
株
)
社
長

垣
内
寛
一
(
株
)
垣
内
商
会
社
長

水
谷
嘉
六
(
株
)
あ
か
し
や
商
店
社
長

上
林
安
彦
上
林
化
学
(
株
)
社
長

杉
山
嘉
一
杉
山
繊
維
工
業
(
株
)
社
長

阪
田
勇
精
宏
軒
代
表
者

綿
谷
仙
治
郎
(
株
)
呉
竹
精
昇
堂
会
長

下
出
久
治
郎
(
株
)
下
出
商
会
社
長

村
松
千
里
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ス
キ
ー
(
株
)

専
務

他
に
正
副
会
頭
参
画

ー
゛
'

¥
'
、
 
A
.

十
人
採
用
決
定
す

議
1
-

上
記
委
員
会
の
決
定
に
従
い
中
高
年
令
層
(

三
十
五
才
以
上
及
び
失
業
保
険
受
給
者
)
を
対

象
と
し
て
集
団
求
人
面
接
を
行
う
た
め
奈
良
公

共
職
業
安
定
所
と
の
共
催
で
希
望
申
込
を
聴
取

し
た
と
こ
ろ
六
十
一
事
業
場
か
ら
四
百
三
十
六

人
(
男
子
二
百
十
二
人
、
女
子
二
百
二
十
四
人

)
の
求
人
希
望
が
あ
り
、
三
回
に
亘
っ
て
採
用

面
接
を
実
施
す
る
事
に
な
っ
た
。

そ
の
第
一
回
面
接
は
十
月
十
四
日
に
実
施
さ

れ
、
二
十
事
業
場
に
対
し
多
数
の
求
職
者
が
訪

れ
、
労
働
力
不
足
解
消
の
た
め
話
し
合
い
交
渉

で
了
解
点
に
途
す
る
も
の
も
あ
り
、
当
日
採
用

決
定
者
は
十
人
と
な
り
、
可
成
り
の
成
果
を
挙

げ
た
。

、

(
第
二
回
は
十
月
二
十
一
日
、
第
三
回
は
十
月

二
十
八
日
実
施
の
予
定
) .

'
町
ι
゛
.

'
'

、
.

'
.

、
'

■

、
、
、
.
、
囲
獣

、

特
別
委

、
、

-18 -

巨ニネ

Z》、
1式'

開

.でノ
」

-19 -
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村
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'、

ー'

.、
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亀'
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小規模事: 奈良市中小企業融資制度御案内1 業指導室 i.■冒^■■●●●^■●■■■^

奈良市では中小企業の近代化と発展振興を計るため中小企業融資制度を始める事にな
りました。取扱時期は年間随時でありますので、せいぜい御利用下さい。

融資制度

事項

の

,」、

事業資金

付限
証

口

貸付期間

融

一企業

日歩

哩

J

運

担

資

1

返還方法

ケ

30万円以内

3厘

保

年以内

原則として徴求しない

設備近代化に必要な資金
共同施設・機械購入・工場・店舗改造等に
必要な資金

近代化

取扱時問

月賦、分割又は一括

スライ

銀行、相互銀行、信用金庫、
商工中金、国民金融公庫

資本金又は出資金5,000万円以下又は従業員
300人以下の会社・個人又は組合
市内で6ケ月以上同一事業を行っていること。
市税を完納していること。

.

の

2人

備資金

年間随時

一企業

日歩

奈良市観光商工課
奈良商工会議所

リ年岫儒晶,含甥

1
.

200万円以内

3厘5毛又は4厘

企業の近代化はオートスライドで.ノ

連帯保証人

!

必要に応じて徴求する

月賦又は分割

」

銀行、相互銀行、信用金庫、

商工中金、国民金融公庫

2人

C

年間随時

奈良市観光商工課

奈良商工会議所

,゛

20

,
+゛

L^

21

亀、、ーー゛ー、

.

:{

J"

連帯保証人

で経営の勉強を

解
、
、
太
・
喧
太
・
。
、
太
・
§
が
喧
太
*
食
・
喧
太
t
、
¥
恕
、
、
太
、
、
太
§

リ
今
後
の
労
働
力
確
保
に
一

4り¥
最
近
人
手
不
足
は
ま
す
ま
す
断
に
な
っ
て

き
た
。
日
銀
の
三
九
年
一
月
1
六
月
の
中
小
企

業
業
況
予
測
に
ょ
れ
ぱ
、
経
営
上
の
あ
い
路
と

し
て
人
手
不
足
を
あ
げ
て
い
る
企
条
、
六
三

%
と
圧
倒
的
に
々
ノ
い
。
.
ま
た
経
済
同
友
会
か
行

な
っ
た
嗣
査
結
巣
で
も
「
労
働
力
確
保
」
だ
と

笄
え
ミ
業
が
三
四
%
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
い

十
れ
も
中
小
企
き
つ
い
て
の
調
査
で
す
が
最

近
は
大
企
業
で
も
労
働
力
確
保
が
大
き
な
問
題

と
な
り
つ
つ
ぁ
り
数
年
来
、
労
働
力
の
削
減
に

腐
心
し
て
き
た
石
炭
鉱
業
で
さ
え
最
近
は
む
し

ろ
労
働
力
の
確
保
を
問
題
に
し
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
更
に
進
力
と
す
れ
ば
、

近
い
将
来
に
は
人
手
不
足
が
、
わ
が
国
の
企
業

羅
荏
大
き
く
阻
害
す
る
要
因
に
な
ら
な
い
と

は
い
え
な
い
。
 
b
れ
力
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
状

ヤ,
X

採
用
を
考
え
よ
う
」

、
急
,
N
弌
即
§
璽
息
;
哥
庫
,

と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
か
、
各

企
業
で
も
種
々
対
策
を
講
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

初
任
給
引
上
げ
、
住
宅
、
福
利
厚
生
施
設
の

充
実
な
ど
で
新
規
学
卒
者
の
確
保
を
は
か
り
、

新
し
い
機
械
、
技
術
導
入
に
ょ
る
生
産
性
向
上

や
事
務
、
作
業
の
合
理
化
に
ょ
っ
て
人
手
の
節

約
を
は
か
り
、
更
に
既
成
工
業
地
帯
に
立
地
し

て
い
た
の
で
は
人
を
集
め
に
く
い
の
で
比
較
的

労
働
力
の
豊
富
な
地
方
へ
工
場
を
移
転
す
る
と

い
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
以
上

あ
げ
た
対
策
以
外
に
、
も
う
一
つ
極
め
て
重
要

な
対
策
を
、
企
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
れ
は
「
中
高
年
令
者

の
活
用
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
職
業
安
定
所

で
と
り
扱
っ
て
い
る
業
務
統
計
か
ら
み
る
と
「

人
手
不
足
」
あ
る
い
は
「
求
人
難
」
と
い
う
の

は
「
若
い
労
働
者
に
つ
い
て
い
え
る
だ
け
」
で

あ
っ
て
、
中
年
す
ぎ
の
人
々
に
つ
い
て
は
、
依

然
と
し
て
、
求
職
者
数
の
ほ
う
が
求
人
数
よ
り

は
る
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ぱ
、
三
九
年
に
中
学
校
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
人
た
ち
に
は
、
求
職
老
一
人
に
対
し
て

求
人
が
そ
れ
ぞ
れ
三
、
九
人
、
一
气
四
人
も
あ

つ
た
、
こ
う
し
た
新
規
学
卒
者
を
除
い
た
三
四

才
未
満
に
つ
い
て
、
昨
年
-
 
0
月
現
在
で
、
、

求
職
者
一
人
に
求
人
一
人
の
割
合
で
あ
っ
た

か
、
三
五
才
以
上
の
い
わ
ゆ
る
中
高
年
令
者
に

、
、
)
、

つ
い
て
は
、
逆
に
求
人
一
人
に
対
し
て
求
職
者

は
二
、
二
人
で
あ
る
。
な
か
で
も
五
0
1
五
四

で
は
求
人
一
人
に
対
し
て
求
職
老
は
四
人
、
五

五
才
以
上
で
は
求
人
一
人
に
対
し
求
職
者
は
一

五
人
と
い
う
割
合
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
数

字
を
見
た
だ
け
で
、
人
手
不
足
対
策
と
し
て

「
中
高
年
令
者
の
活
用
を
考
え
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
こ
と
の
必
然
性
」
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

新
し
く
中
学
校
を
卒
業
し
て
就
職
す
る
老
は

今
後
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
四
五
年
に
は
今

の
二
分
の
一
以
下
と
な
る
と
老
え
ら
れ
、
高

校
、
大
学
を
含
め
た
新
規
学
校
卒
業
者
全
体
と

し
て
、
四
一
年
度
を
境
と
し
て
そ
の
数
は
急
激

に
減
少
に
向
う
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
中

高
年
令
者
の
数
は
人
口
構
成
の
老
令
化
に
つ
い

て
今
後
大
幅
に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
り
ま
す
。
中
高
年
令
者
の
一
展
用
に
つ
い
て

は
、
若
い
労
働
者
の
場
合
に
は
な
い
よ
う
な
種

々
雑
多
な
問
題
が
多
い
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
も
十

吋
'
,

態
が
進
ん
で
い
く
の
を
、
手
を
こ
ま
ね
て
見
て

い
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
人
手
不
足
の
問
題

に
つ
V
て
ば
、
企
業
経
営
老
の
皆
さ
ん
と
政
府

と
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
細
ん
で
ゆ
く
必
要
が

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
亀
な
い
。
そ
の
解
決
策

■
圏
■
軍

分
承
知
し
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
を

考
え
る
な
ら
ば
、
今
後
必
要
と
t
る
労
働
力
の

需
要
を
み
九
す
に
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に

か
か
わ
ら
ず
そ
の
相
当
部
分
を
中
高
年
令
者
の

労
働
力
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と
が

事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ

う
九
観
点
か
ら
、
政
府
は
従
来
か
ら
各
企
条

史
県
令
者
を
雇
い
入
れ
ら
れ
る
場
合
、
い
ろ

い
ろ
の
援
助
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
主
た
昨
年

-
0
月
に
は
職
業
安
定
法
の
一
部
を
改
正
し
て

「
中
高
年
令
失
業
羣
に
対
す
る
就
職
促
進
の

措
置
」
の
制
度
を
設
け
、
本
格
的
に
こ
の
問
題

と
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
実
際
に
中
高
年
令
者
を
雇
用

す
る
立
場
の
企
業
経
営
者
の
ご
理
解
と
努
力
に

待
た
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
経
営
者
は

企
業
内
の
為
者
の
配
置
を
再
検
討
さ
れ
、
中

高
年
令
者
の
力
が
向
い
て
い
る
仕
事
、
中
高
年

令
者
で
十
分
で
き
る
仕
事
を
若
い
労
働
者
に
ま

か
さ
れ
て
い
る
場
合
は
若
い
労
働
者
は
、
そ
の

人
々
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
に
回
し
、
そ
の
職

場
を
中
高
年
令
層
に
明
け
渡
す
よ
う
に
し
た
ら

今
後
の
労
働
力
の
充
足
が
幾
分
か
で
も
緩
和
さ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
中
高
年
令
者
の
援
排
置
に
つ
い
て

は
、
奈
良
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
、
当
商
工

会
議
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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融
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や
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記
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方
の
四
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あ
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)

説

1(
中
小
企
業
近
代
化

.

.

.

.

促
進
法
の
解
説

、
ノ

増
償
却
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業

年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
資
本
金
の
額
ま

た
は
出
資
の
総
額
が
五
 
0
8
万
円
以

下
で
、
か
つ
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数

が
三
0
0
人
以
下
の
法
人
三
は
常
時
使

用
t
る
従
業
員
の
数
が
三
0
0
人
以
下
の

個
人
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
従
っ
て
期
末
資
本
金
の
額
が
五
、
 
0

0
0
万
円
以
下
で
も
、
常
時
使
用
す
る
従

業
員
が
三
0
0
人
を
こ
え
る
法
人
と
か
、

従
業
員
が
三
0
0
人
以
下
で
、
期
末
資
本

金
額
が
五
、
 
0
0
0
万
円
を
こ
え
る
法
人

は
、
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
常
時
使
用
す
る
従
業
員
と
は
、
常
用

で
あ
る
と
、
日
々
一
届
い
入
れ
る
も
の
で
あ

る
と
を
問
わ
ず
、
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

に
常
時
就
労
し
て
い
る
職
員
、
工
員
を
い

い
ま
す
。
但
し
、
役
員
は
含
み
ま
せ
ん
。

各
事
業
年
度
ま
た
は
各
年
に
お
い
て
指
定

事
業
を
主
と
し
て
営
な
む
も
の
。

〔
注
〕
※
指
定
事
業
と
は
、
当
業
界
で
は
内

需
、
輸
出
を
問
わ
ず
「
繊
維
製
の
既
製
の

外
衣
も
し
く
は
下
着
(
和
装
用
ま
た
は
メ

リ
ャ
ス
製
の
外
衣
船
よ
び
下
着
を
除
く
。

)
ま
た
は
ハ
ソ
カ
チ
ー
フ
の
製
造
業
」
(

近
促
法
施
行
令
第
二
条
)
を
い
い
ま
す
。

従
っ
て
一
部
家
庭
用
口
叩
、
例
え
ば
ス
カ

勺

(
四
)
税
金
面
で
ど
ん
な
恩
典

、
ー
、

、

(
恩
典
そ
の
1
)

固
定
資
産
の
割
増
償
却
が
で
き
ま
す
。

(
近
促
法
第
九
条
)

適
用
対
象
企
業

斈
こ
の
割
増
償
却
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
法
人
ま
た
は
個
人
は
、
次
の

三
つ
の
要
件
を
充
た
し
て
い
な
け
れ
ぱ
な
り
ま

せ
ん
。

①

青
色
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
法
人
ま
九

は
個
人
で
あ
る
こ
と
。

②
朔
末
現
在
に
お
い
て
近
促
法
第
九
条
に
規

定
す
る
中
小
企
業
で
あ
る
こ
と
。

〔
注
〕
※
こ
こ
で
い
う
中
小
企
業
と
は
こ
の
割

゛

(
一
)
制
定
の
い
き
さ
つ

従
来
こ
の
近
促
法
が
施
行
さ
れ
る
以
前
に
は

例
の
「
中
小
企
業
業
種
別
振
興
臨
時
措
置
法
」

が
あ
っ
て
、
当
業
界
で
も
法
律
適
用
対
象
業
種

と
し
て
指
定
を
受
け
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
し
た
の
で
す
が
、
結
果
は
業
界
実
態
調
査

と
改
善
事
項
の
発
表
に
止
ま
り
、
改
善
の
た
め

の
資
金
面
で
の
法
的
裏
付
も
、
ま
た
、
税
制
上

の
恩
典
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
業
界
自
体
業
種

指
定
以
前
と
は
何
等
変
り
ぱ
え
が
な
い
と
い
う

有
様
で
、
中
小
企
業
対
策
に
し
て
は
甚
だ
効
果

の
薄
い
き
ら
い
が
あ
り
ま
し
元
。

そ
の
後
、
中
小
企
業
界
に
は
著
効
の
あ
る
政

府
施
策
も
な
い
ま
ま
に
技
術
革
新
の
急
速
な
進

展
、
需
給
構
造
の
急
激
な
変
化
、
さ
ら
に
深
刻

な
労
働
者
不
足
な
ど
き
び
し
い
環
境
に
と
り
ま

か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
時
流
に

と
り
残
さ
れ
、
ひ
い
て
は
企
業
そ
の
も
の
が
脱

落
L
て
し
ま
う
危
機
に
直
面
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た

そ
こ
で
政
府
で
は
中
小
企
業
対
策
を
真
剣
に

と
り
あ
げ
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
、
「
*
小
企

業
基
本
法
」
を
制
定
の
上
、
従
来
の
中
小
企
業

業
種
別
振
興
臨
時
措
置
法
を
発
展
的
に
解
消
さ

せ
、
基
本
法
の
関
連
法
律
の
一
つ
と
し
て
、
も

つ
と
実
の
あ
る
施
策
な
い
し
恩
典
を
織
込
み
、

さ
ら
に
当
面
緊
急
を
要
す
る
中
小
企
業
近
代
化

を
最
重
点
的
に
推
し
進
め
て
ゆ
く
た
め
に
昭
和

三
十
八
年
四
月
一
日
施
行
を
み
ま
し
た
の
が
、

こ
の
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
な
の
で
す
。

一
体
ど
の
点
を
ど
の
よ
う
に
す
、
へ
き
か
、
あ
る

い
は
将
来
の
目
標
を
ど
こ
に
お
く
べ
き
か
、
と

い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
決
め
て
ゆ
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
単
独
の

企
業
で
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
政
府
で
は
担
当
官
庁
の
職
員
や
学

術
経
験
者
の
内
こ
う
い
う
問
題
に
く
わ
し
い

人
々
か
ら
な
る
政
府
機
関
(
近
代
化
審
議
合

で
、
総
合
的
な
調
査
研
究
を
し
て
、
い
ろ
い
ろ

と
対
策
を
立
案
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
近
代
化
す
る
た
め
の
設
備
資

金
の
調
達
に
つ
い
て
も
、
政
府
が
あ
っ
せ
ん
の

労
を
と
る
他
、
割
増
償
却
と
か
税
金
の
軽
減
な

い
し
く
り
延
べ
な
ど
の
特
別
措
置
を
講
ず
る
な

ど
、
要
は
中
小
企
業
が
今
ま
で
自
ら
の
手
で
は

充
分
な
し
得
な
か
っ
た
近
代
化
を
政
府
の
力
添

え
で
何
と
か
促
進
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
の
が
大

き
な
ね
ら
し
と
い
ぇ
る
で
し
ょ
う
。

ι

,
ι

イ
'

そ
の
結
果
に
基
つ
い
て
業
界
の
総
合
的
な
近
代

化
基
本
計
画
が
立
案
さ
れ
る
訳
で
す
が
、
そ
の

基
本
計
画
に
は
汰
の
事
項
が
含
ま
れ
ま
す
。

)川
目
標
年
度
に
お
け
る
製
品
の
性
能
ま
た
は

品
質
生
産
費
適
正
な
生
産
の
規
模
ま
た

は
方
式
そ
の
他
の
近
代
化
の
目
標

同
目
標
年
度
に
霜
け
る
当
該
指
定
業
種
の
製

品
ま
た
は
輸
出
の
見
通
し
、
ま
た
は
必
要
に

応
じ
て
次
の
事
項
も
定
め
る
。

〔
注
〕
※
目
標
年
度
と
は
、
原
則
と
し
て
昭
和

四
十
三
年
度
を
指
L
ま
す
。

凶

新
た
に
設
置
す
べ
き
設
備
の
種
麺
資
金

の
額
そ
の
他
設
備
の
近
代
化
に
関
t
る
事
項

⇔
経
営
管
理
の
合
理
化
ま
た
は
技
術
も
し
く

は
技
能
の
向
上
に
関
す
る
事
項

困
事
業
の
共
同
化
、
工
場
な
ど
の
集
団
化
、

そ
の
他
中
小
企
業
構
造
の
高
度
化
に
関
す
る

事
項

囚
競
争
の
正
常
化
ま
た
は
取
引
関
係
の
改
善

に
関
す
る
事
項

ト
需
要
の
開
拓
に
関
す
る
事
項

)(扮
そ
の
他
近
代
化
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項

次
に
以
上
の
目
標
を
定
め
た
後
、
そ
の
目
標

を
達
成
t
る
た
め
、
業
界
が
実
施
す
べ
き
近
代

化
対
策
と
し
て
、
次
の
事
項
が
立
案
さ
れ
ま

す
。
、

か
9
・

他
近
代
化
実
施
計
画
の
策
定
と
指
導

政
府
は
、
①
の
基
本
計
画
の
実
施
を
図
る
た

め
必
要
な
実
施
計
画
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
定
め
た
と
き
は
そ
の
業
種
の
団

体
に
対
L
必
要
な
指
導
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

)

(
二
)
ね

ら

中
小
企
業
が
自
分
の
力
で
近
代
化
を
促
進
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
い
ろ
い
ろ
と
下
準
備
が
必

要
で
、
例
え
ぱ
、
近
代
化
し
ろ
と
い
わ
れ
て
も

島

舎
一
)
こ
の
法
律
で
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
貰
え
る
か

9
 
近
代
化
賓
金
の
あ
っ
せ
ん

)(
上
霊
代
化
実
施
計
画
に
基
、
づ
し
て
、
個
々

の
企
業
が
近
代
化
L
て
ゆ
く
た
め
に
必
要
な
設

備
資
金
が
円
滑
に
行
く
よ
う
、
政
府
は
「
資
金

の
確
保
ま
た
は
そ
の
融
通
の
あ
っ
せ
ん
に
努
め

る
も
の
と
す
る
」
(
第
六
条
)
と
規
定
さ
れ
て

お
り
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
な
お
検

、L

討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
要
す
る

に
政
府
が
資
金
の
確
保
を
法
規
に
明
言
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
中
小
企
業
対
策
と
し
て
は

一
歩
前
進
し
た
も
の
と
い
ぇ
ま
し
ょ
う
。

④
事
業
転
換
の
指
導
と
必
要
資
金
の
あ
っ

せ
ん

希
給
の
構
造
そ
の
他
経
済
的
事
情
の
変
化
に

即
応
L
て
事
業
を
転
換
L
よ
う
と
t
る
企
業
が

あ
る
と
き
は
、
政
府
で
そ
の
事
業
の
転
換
を
円

滑
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
必
要
な
指
導
が
な
さ
れ
ま
す
。

ま
た
政
府
は
事
業
の
転
換
の
た
め
に
必
要
な

資
金
の
融
通
の
あ
っ
せ
ん
に
努
め
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。

ゞ

七
、
V
1
Z

こ
の
近
促
法
に
基
つ
い
て
政
府
は
指
定
業
種

に
な
っ
た
業
界
も
し
く
は
企
業
に
つ
ぎ
の
よ
う

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

近
代
化
基
本
計
画
の
策
定

ま
ず
、
近
代
化
審
議
会
を
中
心
に
指
定
業
種

に
対
し
広
範
な
業
界
実
駕
査
が
実
施
さ
れ
、

Cそ
の
他
政
府
は
転
換
に
係
る
事
業
の
従
事
者

の
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め
必
要
な
援
助
に
努

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

)⑤
税
制
上
の
特
別
措
置

こ
の
税
制
上
の
特
別
措
置
は
、
各
企
業
に
と

つ
て
税
金
を
安
く
し
て
も
ら
え
た
り
そ
.
の
他
い

ろ
い
ろ
と
特
別
優
遇
措
置
を
講
じ
て
、
ら
え
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
と
い
っ
て

も
大
き
な
恩
典
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

従
っ
て
、
こ
の
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
は
項

を
改
め
て
く
わ
し
く
ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

C

ツ
シ
,
ソ
カ
バ
ー
、
等
の
外
衣
、
下
着
で

な
い
よ
う
な
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。

※
製
造
業
と
は
、
輸
出
縫
製
品
業
に
み
ら

れ
る
上
う
な
賃
加
工
業
も
含
ま
れ
ま
す
。

但
し
、
自
ら
は
製
造
を
行
な
わ
な
い
で

自
己
が
所
有
す
る
原
材
料
を
下
請
工
場
等

に
支
給
し
て
製
品
を
作
ら
せ
、
こ
れ
を
自

己
の
名
称
で
販
売
す
る
製
造
問
屋
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

適
用
期
問

指
定
業
種
は
、
し
っ
だ
ん
指
定
さ
れ
る
と
そ

の
後
に
お
い
て
指
定
を
と
り
消
さ
れ
な
い
限
り

近
促
法
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
指
定
業
種
と
い
わ

れ
る
が
、
税
法
上
、
指
定
業
種
と
い
う
の
は
、

業
種
指
定
を
受
け
た
日
か
ら
、
五
年
を
経
過

す
る
日
を
含
む
事
業
年
度
ま
た
は
年
の
終
了
の

日
ま
で
の
間
に
限
り
と
い
う
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

〔
注
〕
例
え
ば
、
当
縫
製
品
業
種
の
場
合
(
業

種
指
定
昭
三
十
九
年
四
月
六
日
)
の
適
用

期
問
を
み
て
み
ま
し
.
よ
う
。

①

年
(
三
月
、
九
月
)
二
回
決
算
の
場
合

昭
和
三
十
九
年
九
月
決
算
期
よ
り
昭
和
四

十
四
年
九
月
決
算
期
ま
で
二
事
業
年
度

の
問

②
年
会
一
月
)
一
回
決
算
の
場
合

ー
フ
、
マ
フ
ラ
ー
、
ベ
ツ
ト
シ
ー
ツ
、
ク

汝

、

42

解

⑨

^
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①

'如

ノ、



一

昭
和
四
十
年
王
月
決
算
期
よ
り
昭
和
四
十

五
年
三
月
決
算
期
ま
で
六
事
業
年
度
の
間

(
図
示
)

適
用
対
象
機
械

割
増
償
却
の

適
用
対
象
と
な

る
資
産
に
は
炊

の
も
の
が
あ
り

ま
す
。

①

機
械
お
よ

び
装
置

②
工
場
用
建

物
お
よ
び
そ

の
附
属
設
備

適
用
の
重
複
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の

次
に
掲
げ
る
特
別
償
却
の
適
用
を
受
け
る
資

産
に
つ
い
て
は
、
こ
の
近
促
法
の
割
増
償
却
の

適
用
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ω

合
理
化
機
械
の
初
年
度
三
分
の
一
特
別
償

〔
注
〕
※
指
定
事
業
(
縫
製
品
業
)
以
外
の
事

業
に
使
う
も
の
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

※
「
機
械
お
よ
び
装
置
」

署
ソ

.
ヘ
フ
、
ホ
イ
ス
ト
、
等
の
搬
送
設
備
を
含

み
ま
す
。

※
「
工
場
用
建
物
の
附
属
設
備
」
に
は

暖
冷
房
需
、
照
明
設
備
、
通
風
設
備
、

昇
降
機
そ
の
他
工
場
用
建
物
に
附
属
す
る

設
備
を
含
み
ま
す
。

適
用
対
款
に
な
ら
な
い
も
の

事
務
所
、
社
宅
、
・
朧
築
物
、
船
舶
、
乗
用
車

ト
ラ
ッ
ク
等
の
車
輔
運
搬
具
、
工
具
、
器
具

お
よ
び
備
品
等

②
試
験
研
究
用
機
械
設
備
等
の
初
年
度
三
分

の
一
特
別
償
却
.

)3
 
新
技
術
企
業
化
用
機
械
設
備
等
の
初
年
度

(
三
分
の
一
特
別
償
却

④
低
開
発
地
域
等
に
お
け
る
工
業
用
機
械
等

の
初
年
度
三
分
の
一
特
別
償
却

⑤

海
外
支
店
用
設
備
等
の
特
別
償
却

〔
注
〕
※
と
く
に
当
業
界
で
関
係
の
あ
る
の
は

①
合
理
化
機
械
の
初
年
度
三
分
の
一
特
別

償
却
(
特
殊
ミ
シ
ン
、
裁
断
棧
仕
上
機

延
反
機
を
取
得
し
事
業
の
用
に
供
し
た
場

合
は
、
そ
の
事
業
年
度
に
お
い
て
取
得
価

格
の
三
分
の
一
相
当
額
を
特
別
償
却
で
き

る
)
で
す
が
、
こ
の
適
用
を
受
け
た
場
合

は
、
近
促
法
の
割
増
償
却
は
で
き
ま
せ
ん

※
但
し
、
次
年
度
以
降
は
も
ち
ろ
ん
重

.

複
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
適
用
対
象
と
な
り

ま
す
。

適
用
の
重
複
が
認
め
ら
れ
る
も
の

輪
出
振
興
税
制
と
し
て
、
四
月
一
日
以
降
実

施
の
輸
出
特
別
償
却
制
度
(
普
通
償
却
額
X
輸

ト
,
減
^
,
中
1
.
(
、
・
i
イ
,
、
.
一
;
、
゛
大
'
叉
r
高
.
'
ー
イ
、
、
」
・
.
^
^
、
ー
^

出
比
率
X
八
号
相
当
額
を
特
別
償
却
で
き
る

)
の
適
用
を
受
け
た
、
の
で
も
、
こ
の
近
促
法

の
割
増
償
却
が
重
複
し
て
で
き
ま
す
。

割
増
償
却
額
の
計
算

割
増
償
却
の
で
き
る
額
は
次
の
通
り
で
す
。

そ
の
事
業
年
度
(
ま
た
は
各
年
)
の
普
通
償

却
範
囲
額
(
但
し
前
期
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
前

五
年
以
内
の
償
却
不
足
額
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
償
却
不
足
額
を
控
除
し
た
金
額
)
の
三
分
の

一
に
相
当
す
る
金
額

従
っ
て
そ
の
事
業
年
度
の
償
却
範
囲
額
の
計

算
は
次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

^
^
^
轡
、
^
^
^
暑
訣
^
・
^
^
^

さ
ら
に
輸
出
を
や
っ
て
V
る
場
合
は
、
上
記

の
償
却
額
に
次
の
も
の
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

書
圧
井
槻
X
曽
訳
X
疇
嵩
麻
岩
禽
盟
藤
リ
響

E
論
浬
沫
当
排

〔
注
〕
※
例
え
ば
、
 
A
工
場
で
、
そ
の
事
業
年

度
の
普
通
償
却
が
九
0
万
円
で
、
輸
出
取

引
額
が
全
売
高
の
五
0
%
を
占
め
て
い
る

場
合
、
償
却
で
き
る
額
は
次
の
通
り
と
な

り
ま
す
。

※
(
前
期
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
前
五
年
以
内

の
償
却
不
足
額
は
な
い
場
<
巳

Φ
&
工
十
(
Φ
&
田
X
獣
)
+
器
訳
X
器

訳
X
Φ
&
l
n
刷
目
工
「
〔
配
痴
珸
δ
熊

漣
霽
雪
〕
」
「
〔
卦
長
浬
麻
暑
」

所
お
よ
び
工
場
に
附
属
す
る
研
究
所
の
建

物
お
よ
び
構
築
物
を
含
む
。
)
そ
の
他
生

産
の
用
に
供
す
る
建
物
お
よ
び
構
築
物
な

ら
び
に
生
産
の
業
務
に
従
事
す
る
従
業
員

の
用
に
供
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し

て
設
置
す
る
社
宅
そ
の
他
の
副
利
厚
生
施

設
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
用
に
供
す
る
士
地

ま
た
は
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利

同
生
産
三
は
試
験
研
究
の
用
に
供
t
る

機
械
お
ご
び
装
置

貨
物
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
車
輔
お
よ

凶
ひ
運
搬
具

⇔
工
具
な
ら
び
に
生
産
ま
た
は
試
験
研
究

の
用
に
供
す
る
器
具
船
よ
び
備
品

困
無
形
固
定
資
産
(
土
地
の
上
に
存
す
る

権
利
を
除
く
)

②
上
記
承
撃
受
け
た
固
定
資
産
の
う
ち
士

地
も
し
く
は
士
地
の
上
に
存
す
る
権
利
(
以

下
こ
れ
ら
を
「
士
地
等
」
と
い
う
。
)
を
出

資
し
た
場
貪
お
よ
び
子
会
社
等
に
士
地
等

以
外
の
固
定
資
産
を
現
飽
資
し
た
場
合
に

は
、
出
資
受
入
法
人
か
そ
の
受
入
資
産
に
つ

き
圧
鸞
帳
を
な
し
、
噛
別
勘
定
を
設
け
る

こ
と
。

こ
の
税
制
上
の
特
例
を
受
け
る
た
め
に
は
、

次
の
二
つ
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
現
物
出
資

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①

主
務
大
臣
か
ら
、
そ
の
現
物
出
資
は
中
小

企
業
近
代
化
基
本
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に

有
効
適
切
な
も
の
で
あ
る
旨
の
承
認
を
受
け

た
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
行
な

わ
れ
た
現
物
出
資
で
あ
る
こ
と
。

現
物
出
資
の
資
産
と
は

〔
注
〕
主
務
大
臣
か
ら
承
畢
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
現
物
出
資
の
資
産
は
、
指
定
事
業

の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
、
次
に
掲
げ
る

も
の
に
限
り
ま
す
。

働
工
場
の
建
物
(
そ
の
附
属
希
を
含
む

以
下
同
じ
)
お
よ
び
構
築
物
(
工
場
事
務

適
用
対
象
法
人

次
の
四
つ
の
要
件
を
充
た
し
た
も
の
に
限
り

ま
す
。

.

,
司
.

'

、

十
■
●

.
,

※
(
前
期
か
ら
繰
越
さ
れ
た
前
五
年
以
内
の

償
却
不
足
額
-
0
万
円
あ
る
場
△
巳

償
却
額
は
不
足
額
-
0
万
円
を
差
引
い
た

八
0
万
円
を
基
礎
に
算
出
さ
れ
ま
す
。

器
薪
田
+
(
伽
&
■
X
獣
)
+
]
&
エ

適
用
申
告
手
続

以
上
の
欝
償
却
は
、
無
条
件
に
認
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
手
続
を
し
な
け
れ
ぱ

な
り
ま
せ
ん
。

①
会
社
決
算
に
お
い
て
そ
の
割
増
償
却
額
を

計
上
す
る
。

②
確
定
申
告
書
等
に
償
却
範
囲
額
の
計
算
に

関
t
る
明
細
書
を
添
付
す
る
。

(
史
口
書
別
表
九
ま
た
は
-
0
に
、
器
す
る

こ
と
で
充
足
)

割
増
償
却
を
し
な
か
っ
た
場
合

償
却
不
足
額
と
し
て
翌
期
に
繰
り
越
す
こ
と

が
勢
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
確
定
申
告
書
別
表

九
ま
た
は
-
0
に
そ
の
不
足
額
の
明
細
を
記
峨

す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

〔
注
〕
、
記
載
を
怠
っ
た
と
き
は
、
そ
の
償
却
不

足
額
を
翌
期
以
降
に
繰
り
越
す
こ
と
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
,

一
'
鴫
一
鬼
゛
、
冥
:
゛
・
"
イ

,
玉
一
 
C
.
'
、
、
,
'
^
^
^
"
、
,
写
.
゛
、
^
^
一
、
'
^
じ
.
゛
'
゛
÷
・
.
ξ
、
^
^
:
;
 
U
 
、
一
、
^
^
、
Υ
'
^
,
^
,
、
れ
,
、
'
.
^

適
用
対
隷
法
人

次
の
三
っ
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
法
人
に

中
小
人
業
近
代
化
基
本
計
画
が
定
め
ら
れ

六
指
{
疋
業
種
に
属
す
る
事
業
を
営
な
む
青
色

申
告
法
人
で
あ
る
こ
と
。

途
中
小
人
業
近
代
化
基
本
計
画
は
業
界
実

態
開
査
の
上
遅
く
と
も
昭
和
四
十
二
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
は
作
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

祈
N
稔
規
定
す
る
中
小
企
業
に
該
当
す

る
法
人
で
あ
る
こ
と
。

〔
注
〕
こ
こ
で
V
う
中
小
企
業
と
は
、
期
末
の

資
本
金
額
が
五
、
 
0
0
0
万
円
以
下
ま
た

は
常
畦
使
用
t
る
従
奘
員
の
数
が
三
8

人
以
下
で
、
二
つ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

れ
ば
い
い
。
(
割
増
償
却
の
場
合
は
双
方

に
該
当
L
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
)

基
本
計
画
が
定
め
ら
れ
た
日
か
ら
五
年
以

内
に
主
務
大
臣
か
ら
そ
の
介
併
に
つ
き
隠

力
豆
ス
け
た
法
人
で
あ
る
こ
と
。

〔
注
〕
介
併
が
近
代
化
基
本
計
画
を
辻
成
す
る

た
め
に
有
効
適
切
な
も
の
で
あ
る
旨
の
主

務
大
臣
の
器
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
合
併
の
要
件

こ
の
税
制
上
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
九
め

際
り
支
す

、

に
は
、
次
の
三
つ
の
要
件
を
充
た
し
た
合
併
で

な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

主
務
大
臣
の
隠
を
受
け
た
合
併
で
あ
る

こ
と
。

〔
注
〕
同
じ
指
定
業
種
同
志
の
合
併
に
限
り
京

す
。
但
し
、
同
じ
指
定
業
種
で
も
大
企
業

と
の
合
併
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
特
殊
関
係
(
親
子
会
社
)
の
あ
る
法
人
問

の
合
併
で
な
い
こ
と
。

3
 
合
併
に
つ
き
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
た

)
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
合
併
が

.

行
な
わ
れ
る
こ
と
。

課
税
特
例
の
内
容

従
来
・
・
・
・
・
・
被
合
併
法
人
の
清
算
所
得
の
う
ち
評

価
益
か
ら
成
る
金
額
に
つ
い
て
は
四
三
%
の

税
率
で
法
人
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。

特
例
・
・
・
・
・
・
清
算
所
得
の
う
ち
評
価
益
か
ら
成
る

金
額
相
当
額
を
合
併
法
人
が
圧
縮
器
し
、

そ
の
圧
縮
部
分
の
金
額
を
特
別
勘
定
と
し
て

経
理
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
被
合
併
法
人

の
清
算
所
得
に
対
す
る
課
税
を
繰
延
べ
る
。

(
恩
典
そ
の
Ⅲ
)

現
物
出
資
し
た
場
合
の
譲
渡
益
に
対
す
る
課
税

が
繰
延
べ
で
き
ま
す
。

、
、
.
闇
゛
:
 
J
 
、
'
」
,
.
、
,
、
▲
゛

「

'
ず
・
ム
釦
誕
淺
ミ
、
〔
,

'

青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
法
人

)1(②
中
小
企
業
近
代
化
基
本
計
画
が
定
め
ら
れ

た
指
定
業
種
に
属
す
る
事
業
を
営
な
む
も

の
。

S
 
合
併
の
場
合
の
課
税
特
例
と
同
じ
要
件
の

)
中
小
企
業
企
業
者
で
あ
る
こ
と
。

④
基
本
計
画
が
定
め
ら
れ
た
日
か
ら
五
年
以

内
の
主
務
大
臣
か
ら
そ
の
現
物
出
資
は
基
本

計
画
達
成
に
有
効
適
切
で
あ
る
旨
の
承
認
を

受
け
た
も
の
。

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
現
物
出
資
の

要
件

、

(
恩
典
そ
の
Ⅱ
)

合
併
時
の
清
算
所
得
に
対
す
る
課
税
が
繰
の
べ

で
き
ま
す
。
(
第
八
条
)

課
税
特
例
の
内
容

従
来
・
・
・
・
・
・
九
と
え
、
ぱ
、
帳
簿
価
格
-
 
8
万
円

の
資
産
を
五
8
万
円
で
出
資
し
た
場
合
に

叩
導

⑧ ② ①

却

'、

.
■門
'

局1

ゞ.

、イ
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は
、
そ
の
差
額
四
0
0
万
円
は
讓
渡
益
と
し

て
法
人
税
が
課
さ
れ
ま
す
。

特
例
・
・
・
・
・
・
現
物
出
資
の
見
返
り
と
し
て
取
得
し

た
株
式
に
つ
い
て
圧
鸞
帳
の
方
法
に
ょ
り

差
当
り
課
税
関
係
が
生
じ
な
い
よ
う
倫
置

さ
れ
ま
し
た
。

適
用
条
件

現
物
出
資
を
し
た
法
人
が
そ
れ
に
ょ
り
取
得

し
た
株
式
に
つ
い
て
計
上
し
た
圧
縮
損
に
つ
き

税
務
計
算
上
損
金
算
入
を
認
め
て
も
ら
う
た
め

次
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

、

明
細
害
等
を
法
人
税
の
確
定
申
告
書
に

添
付
す
る
。

.

(
法
人
税
申
告
書
の
別
表
八
の
七
に
所
要

事
項
を
器
す
る
こ
と
で
充
足
)

②
申
告
書
に
は
主
務
大
臣
の
承
認
書
を
添

付
t
る
。

(
恩
典
そ
の
Ⅳ
)

合
併
ま
た
は
現
物
出
資
に
伴
な
う
登
録
税
が

安
く
な
り
ま
す
。

合
併
ま
た
は
現
物
出
資
を
し
た
場
合
に
必
要

な
登
記
の
登
録
税
は
次
の
よ
う
に
軽
減
さ
れ
ま

す
。
(
)
内
は
従
来
。

)

会
社
の
設
立
ま
た
は
増
資
の
登
記

1(
資
本
金
額
(
増
資
の
場
合
は
増
資
金
額
)
の

千
分
の
三
・
五
(
千
分
の
七
)

②
合
併
に
ょ
る
会
社
の
設
立
ま
た
は
増
資
の

登
記

資
本
金
額
(
増
資
の
場
合
は
増
資
金
額
)
の

千
分
の
一
(
千
分
の
一
・
五
)

た
だ
し
、
資
本
も
し
く
は
増
資
金
額
が
合
併

に
ょ
り
消
滅
し
た
会
社
の
合
併
当
時
の
資
本
金

額
を
こ
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
こ
え
る
金
額
に

つ
い
て
は
千
分
の
三
・
五
(
千
分
の
七
)

8
 
法
人
の
設
立
、
増
資
ま
た
は
事
業
に
必
要

)(
な
資
産
の
讓
り
受
け
の
場
合
に
お
け
る
不
動

産
ま
た
は
船
舶
の
権
利
の
取
得

不
動
産
の
価
格
の
千
分
里
ハ
(
千
分
の
五
0
)

ま
た
は
船
舶
の
価
格
の
千
分
の
四
(
千
分
の

ニ
ハ
)合

併
に
ょ
る
法
人
の
設
立
ま
た
は
増
資
の

場
合
の
不
動
産
ま
た
は
船
舶
の
権
利
の
取
得

不
動
産
ま
た
は
船
舶
の
価
格
の
千
分
の
二
(

不
動
産
は
千
分
の
五
0
、
船
舶
は
千
分
の
二

八
)

以
上

ノ

,
'
.
ず

1
'
司
'
.

り
、
中
小
企
業
の
近
代
化
を
促
進
し
、
も
っ

て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

(
定
義
)

第
二
条
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
中
小
企
業
者

と
は
、
工
芙
鉱
業
運
送
業
商
芙
サ

ー
ビ
ス
業
そ
の
他
の
業
種
に
属
す
る
事
業
を

営
む
中
小
規
模
の
事
業
者
で
あ
っ
て
政
令
で

定
め
る
も
の
を
い
う
。

(
中
小
企
業
近
代
化
基
本
計
画
)

第
三
条
主
務
大
臣
は
、
中
小
企
業
近
代
化
審

議
会
の
意
見
を
き
い
て
、
次
の
各
号
に
該
当

す
る
業
種
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
(

以
下
「
指
定
業
種
」
と
い
う
。
)
に
属
す
る

中
小
企
業
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
近
代
化
基

本
計
画
(
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
)

を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
、
0

L

①

当
該
業
種
に
船
け
る
事
業
活
動
の
相
当

部
分
が
中
小
企
業
者
に
ょ
っ
て
行
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
。

②
当
該
業
種
に
属
す
る
中
小
企
業
の
生
産

性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
産
業
構
造
の
高

度
化
ま
た
は
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化

を
促
進
し
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に

資
t
る
九
め
と
く
に
必
要
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
。

2
 
基
本
計
画
に
は
、
第
一
号
ま
た
は
第
二
号

の
事
項
お
よ
び
必
要
に
応
じ
第
三
号
か
ら
第

八
号
ま
で
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と

す
る
。製

造
業
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事

中
小
企
業
近
代
化
促
進
法

.
"

(
目
的
)

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
中
小
企
業
の
実
態
を

調
査
し
て
、
そ
の
実
態
に
即
し
た
中
小
企
業

近
代
化
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
ょ

'
.
ー

具
"

(
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
六
四
号
)

3
 
前
項
第
一
号
ま
た
は
第
二
号
の
事
項
は
、

指
定
業
極
ご
と
に
、
内
外
の
経
済
事
情
を
勘

案
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

4
 
主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
ょ
り
基

本
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
要
旨
を
公

表
t
る
も
の
と
す
る
。

(
中
小
企
釜
代
化
実
施
計
画
)

第
四
条
主
務
大
臣
は
、
毎
年
、
中
小
企
業
近

代
化
審
議
会
忠
見
を
き
い
て
、
基
本
計
画

の
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
中
小
企
業
近
代

化
実
施
計
画
(
以
下
「
実
施
計
画
」
と
い
う

)
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 
主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
ょ
り
実
施

計
画
を
定
め
九
と
き
は
、
そ
の
要
旨
を
公
表

す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
業
種
に
属
す
る

事
業
を
営
む
中
小
企
業
者
ま
た
は
当
該
中
小

企
業
者
を
構
成
員
と
す
る
団
体
に
対
し
、
必

要
な
指
導
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

(
計
画
の
変
更
)

第
五
条
主
務
大
臣
は
、
経
済
事
佶
の
薯
し
い

変
動
の
た
め
ど
く
に
必
要
が
あ
る
と
器
る

と
き
は
、
中
小
企
業
近
代
化
審
議
会
の
怠
見

を
き
い
て
、
基
本
計
画
ま
た
は
実
施
計
画
を

変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に

よ
り
実
施
計
画
を
変
更
し
た
場
合
に
準
用
す

る
。

1
占
.
1

項イ
目
標
年
度
に
お
け
る
製
品
の
性
能
ま

た
は
品
質
、
生
産
費
、
適
正
な
生
産
の

規
模
ま
た
は
方
式
そ
の
他
の
近
代
化
の

目
標

口
目
標
年
度
に
お
け
る
当
該
指
定
業
種

の
製
品
の
生
産
ま
た
は
輸
出
の
見
通
し

②

製
造
業
以
外
の
業
種
に
あ
っ
て
は
、
前

号
の
事
項
に
凖
ず
る
事
項

8
 
新
た
に
設
置
す
べ
き
設
備
の
種
須
資

)(
金
の
額
そ
の
他
設
備
の
近
代
化
に
関
す
る

事
項

④
経
営
管
理
の
合
理
化
ま
た
は
技
術
も
し

く
は
技
能
の
向
上
に
関
す
る
事
項

.

⑤
事
業
の
共
同
化
、
工
場
等
の
集
団
化
そ

の
他
中
小
企
業
構
造
の
高
度
化
に
関
す
る

事
項競

争
の
正
常
化
ま
た
は
取
引
関
係
の
改

善
に
関
す
る
事
項

7
 
璽
の
開
拓
に
関
t
る
事
項

)(⑧
第
三
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の

の
ほ
か
、
近
代
化
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
事
項

'

1
宰

'

'
,
、
、

,

C

人
ま
、
に
は
当
該
出
資
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ

る
法
人
の
営
む
指
定
事
業
の
用
に
供
す
る
た

め
必
要
な
も
の
で
あ
る
旨
四
黛
を
あ
力
せ

て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 
第
一
項
も
し
く
は
前
項
の
淫
を
受
け
た

中
小
企
業
者
、
第
一
項
の
鴛
に
係
る
合
併

後
存
続
す
る
法
人
も
し
く
は
当
該
合
併
に
上

り
設
立
し
九
法
人
ま
た
は
同
項
の
永
認
に
係

る
出
資
を
受
け
た
法
人
も
し
く
は
当
該
出
資

に
基
づ
V
て
設
立
さ
れ
た
法
人
に
つ
い
て
は

租
税
特
別
措
置
法
(
昭
和
三
十
二
年
法
律
第

二
六
号
)
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
ょ
り
、
法
人

税
ま
た
は
登
録
税
を
軽
減
す
る
。

(
減
価
償
却
の
特
例
)

第
九
条
中
小
企
業
者
(
資
本
の
額
ま
た
は
出

資
の
総
額
が
五
千
万
円
を
こ
え
る
者
船
よ
び

常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
三
0
0
人
を

こ
え
る
者
を
除
く
。
)
で
あ
っ
て
指
定
事
業
を

営
む
も
の
は
、
租
税
特
別
措
置
法
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
ょ
り
、
そ
の
有
す
る
固
定
資
産
に

つ
い
て
特
別
償
却
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
転
換
の
指
導
等
)

.

第
十
条
主
務
大
臣
は
、
需
給
構
造
そ
の
他
の

経
済
的
事
情
の
変
化
に
即
応
し
て
事
業
の
転

換
を
行
な
お
う
と
す
る
中
小
璽
者
の
申
出

が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
読
業
の
転

換
が
中
小
企
業
の
近
代
化
の
促
進
に
資
す
る

,

(
資
金
の
確
保
)

第
六
条
政
府
は
、
実
施
計
画
に
定
め
る
指
定

業
種
に
属
す
る
中
小
企
業
の
近
代
化
の
た
め

の
設
備
の
設
置
に
必
要
な
資
金
の
確
保
ま
た

は
そ
の
融
通
の
あ
っ
せ
ん
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

(
勧
止
巳

第
七
条
主
務
大
臣
は
、
基
本
計
画
に
定
め
る

中
小
企
業
の
近
代
化
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
当
該
基
本
計
画
に
定
め
る
第
三
条
第
二

項
第
五
号
ま
た
は
第
六
号
の
事
項
に
関
し
、

当
該
指
定
業
種
に
属
す
る
事
業
を
営
む
中
小

企
業
者
が
相
互
に
協
力
し
て
事
業
活
動
を
行

な
う
こ
と
が
と
く
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
当
該
中
小
企
業
老
ま
た
は
当
該
中

小
企
業
者
を
構
成
員
と
す
る
団
体
に
対
し
、

必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 
主
務
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に

お
い
て
、
同
項
の
勧
告
の
み
に
ょ
っ
て
は
当

該
勧
告
に
係
る
事
項
の
実
施
が
著
し
く
困
難

で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
主
た
る
理
由
が
当
該

中
小
企
業
者
の
亊
業
と
競
合
し
も
し
く
は
関

連
す
る
事
業
を
行
な
う
者
(
以
下
「
関
連
事

業
老
」
と
い
う
。
)
ま
た
は
当
該
関
連
事
業

者
を
構
成
員
と
す
る
団
体
の
事
業
活
動
に
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
関
連
事
業
老
ま

た
は
当
該
関
連
事
業
者
を
構
成
員
と
す
る
団

1
-

ξ

嘉
、
4
'
J
、
J
・
'
、
一

一

1

●
な

゛

.

.
一

1

体
に
対
し
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

ー
ノ
゛
、

3
 
主
務
大
臣
は
、
前
二
項
の
勧
告
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
中
小
企
業
近
代
化
審
議
会

の
意
見
を
き
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
合
併
等
の
場
合
の
課
税
の
特
例
)

第
八
条
主
務
大
臣
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
ょ
り
、
指
定
業
種
に
属
す
る
事
業
(
以

下
「
指
定
事
業
」
と
い
う
。
)
を
営
む
中
小

企
業
者
に
対
し
、
そ
の
者
が
指
定
事
業
を
営

む
他
の
法
人
で
あ
る
中
小
企
業
者
と
合
併
し

立
た
は
指
定
事
業
を
営
む
他
の
法
人
で
あ
る

中
小
企
業
者
に
対
し
て
出
資
し
、
も
し
く
は

指
定
事
業
を
営
む
他
の
中
小
企
業
者
と
と
も

に
出
資
し
て
指
定
事
業
を
営
む
法
人
を
設
立

す
る
こ
と
に
ょ
り
、
当
該
指
定
事
業
を
営
む

中
小
企
業
者
の
事
業
の
生
産
性
が
著
し
く
向

上
し
、
か
つ
、
当
該
中
小
企
業
老
が
当
該
指

定
業
種
に
係
る
基
本
計
画
に
定
め
る
近
代
化

の
目
標
に
達
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ

る
旨
の
鴛
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 
主
務
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
出
資
を

す
る
指
定
事
業
を
営
む
中
小
企
業
者
で
あ
っ

て
法
人
で
あ
る
も
の
に
対
し
て
同
項
の
承
認

を
す
る
場
合
に
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
ょ
り
、
当
該
中
小
企
業
者
に
対
し
、
当
該

出
資
に
係
る
資
産
が
当
該
出
資
を
受
け
る
法

J

子

1 、

'
1

゛

、'
t
..4

亀)

1ご.
①は

一

'、 .

①

、
、
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も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
中
小

企
業
者
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
転
換
を
円
滑

に
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
必
要
な
指
導
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

2
 
政
府
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
前
項
に
規
定
す
る
唄
業
の
転
換
の
た
め

に
必
要
な
資
金
の
融
通
の
あ
っ
せ
ん
に
努
め

る
と
と
も
に
、
当
該
転
換
に
係
る
事
業
の
従

事
者
の
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め
必
要
な
援

助
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

(
中
小
企
業
近
代
化
審
議
会
)

第
十
一
条
通
商
産
業
省
に
、
中
小
企
業
近
代

化
審
奨
一
を
置
く
。

第
十
二
条
中
小
企
業
近
代
化
審
議
会
(
以
下

「
審
議
△
謹
と
い
う
。
)
は
、
こ
の
法
律
に

よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
調

査
審
議
す
る
ほ
か
、
関
係
各
大
臣
の
諮
問
に

応
じ
、
中
小
企
業
の
近
代
化
に
関
す
る
重
要

事
項
を
調
査
・
謡
す
る
。

第
十
三
条
密
議
会
峡
委
員
四
0
人
以
内
で

組
織
t
る
。

2
 
専
門
の
事
項
を
凋
査
さ
せ
る
た
め
、
審
議

会
に
、
専
門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条
委
員
お
よ
び
専
門
委
員
は
、
関
係

行
政
機
関
の
職
員
お
よ
び
中
小
企
業
に
関
d

学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
通
商
産

業
大
臣
が
任
命
す
る
。

2
 
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
任
命
さ

れ
た
委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。

3
 
委
員
お
よ
び
専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す

る
。

第
十
五
条
審
議
会
に
、
会
長
を
置
く
。

2
 
会
長
は
、
委
員
の
内
か
ら
互
選
t
る
。

3
 
会
長
は
、
会
務
を
総
理
す
る
。

第
十
六
条
第
十
一
条
か
ら
、
前
条
ま
で
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
審
議
会
の
組
織
船
よ
び

運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
通
商
産
業
省

令
で
定
め
る
。

(
報
告
の
徴
収
)

第
十
七
条
主
務
大
臣
は
、
基
本
計
画
も
し
く

は
実
施
計
画
を
定
め
ま
た
は
基
本
計
画
も
し

く
は
実
施
計
画
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る

た
め
当
該
指
定
業
種
に
属
す
る
中
小
企
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
ょ
り

当
該
指
定
業
種
に
属
す
る
事
業
を
営
む
中
小

企
業
者
に
対
し
、
そ
の
業
務
ま
た
は
経
理
の

状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

2
 
主
務
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に

お
い
て
、
関
連
事
業
者
の
事
業
活
動
が
当
該

中
小
企
業
者
の
経
営
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
ょ
り
、
当
該
関
連
事
業
者
に
対

五
千
万
円

し
、
そ
の
業
務
の
状
況
に
つ
い
て
繋
晏
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 
主
務
大
臣
は
、
前
二
項
の
報
告
を
求
め
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
報
告
を
求
め
る
べ
き
事

項
に
つ
い
て
審
議
会
の
意
見
を
き
か
な
け
れ

は
な
ら
な
い

(
主
務
大
臣
)

第
十
八
条
こ
の
法
律
に
お
け
る
主
務
大
臣
は

当
該
指
定
業
種
に
属
す
る
事
業
を
所
管
す
る

大
臣
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
第
二
項
の

勧
告
、
第
十
条
第
一
項
の
指
遵
ま
た
は
前
条

第
二
項
の
報
告
の
徴
収
に
関
し
て
は
、
当
該

勧
告
、
指
導
ま
た
は
報
告
の
徴
収
の
対
象
と

な
る
老
の
行
な
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
(

そ
の
対
象
と
な
る
者
が
特
別
の
法
律
に
ょ
っ

て
設
立
さ
れ
た
組
合
ま
た
は
そ
の
連
合
会
で

あ
る
と
き
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
者
の
行
な

う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
お
よ
び
そ
の
組
合

ま
た
は
連
合
会
を
所
管
す
る
大
臣
)
と
す

る
。

(
罰
則
)

第
十
九
条
第
十
七
条
第
一
項
ま
九
は
第
二
項

の
規
定
に
ょ
る
報
告
を
せ
ず
、
ま
た
は
虚
偽

の
報
告
を
し
た
者
は
、
三
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
。

2
 
法
人
の
代
表
者
ま
た
は
法
人
も
し
く
は
人

の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
老
が
、

,

1

、

そ
の
法
人
ま
た
は
人
の
業
務
に
関
し
、
前
項

の
違
反
行
為
を
し
九
と
き
は
、
行
為
者
を
罰

す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
ま
元
は
人
に
対
し
て

前
項
の
刑
を
科
す
る
。

1

一
ユ

、

自
転
車
用
の
プ
レ
ー
ム
も
し
く
は
そ
の
部

品
、
ど
ろ
よ
け
、
ハ
ソ
ド
ル
、
ブ
レ
ー
キ
、

ギ
十
ク
ラ
ソ
ク
、
ペ
タ
ル
、
フ
リ
ー
ホ
イ
ル

フ
、
ス
ポ
ー
ク
、
サ
ド
ル
も
し
く
は
そ
の

部
品
、
荷
台
、
ス
タ
ソ
ド
、
チ
エ
ー
ソ
ケ
ー

ス
、
ベ
ル
ま
た
は
バ
ル
ブ
の
馴
造
業
⑲
合
成

樹
脂
の
圧
縮
ま
た
は
射
出
成
型
加
工
業

白
転
東
用
、
り
ヤ
カ
ー
用
ま
た
は
荷
車
用

の
タ
イ
ヤ
ま
た
は
チ
ユ
ー
ブ
の
製
吐
業

塗
料
(
電
気
地
緑
用
の
も
の
お
よ
び
漆
を

除
く
。
)
の
製
造
業

圃
鋼
製
も
し
く
は
黄
起
の
洋
食
器
(
す
ず

ま
た
は
亜
鉛
で
め
っ
き
し
た
も
の
お
よ
び
ほ

う
ろ
う
鉄
器
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
)
ま
九

は
そ
の
半
製
品
の
製
造
業

洋
が
さ
ま
た
は
洋
が
さ
骨
も
し
く
は
そ
の

住
半
製
品
の
製
造
業

人
造
真
珠
製
、
ガ
ラ
ス
製
も
し
く
は
合
成

則
樹
脂
製
の
ば
ら
玉
(
半
製
品
お
よ
び
ガ
ラ
ス

生
地
を
含
む
。
)
ま
た
は
こ
れ
ら
を
用
い
た

首
飾
り
、
腕
飾
り
、
耳
飾
り
も
し
く
は
ブ
戸

】
チ
の
製
造
業

ぐ
ツ
チ
製
造
業

一
りセ圏

木
製
の
た
ん
す
、
戸
だ
な
、
飾
り
だ
な
、

鏡
台
、
机
も
し
く
は
卓
子
(
漆
ま
た
は
カ
シ

ユ
ー
樹
脂
塗
料
を
塗
っ
た
た
ん
す
、
戸
だ
な

飾
り
だ
な
、
鏡
貪
机
お
よ
び
卓
子
を
除

⑧
次
の
表
の
業
種
の
欄
に
掲
げ
る
業
種
に

(
属
す
る
水
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む

も
の
に
あ
り
て
は
、
資
本
の
額
ま
た
は
出

資
の
一
笈
か
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
資
本
の
額

ま
た
は
出
資
黒
額
の
欄
に
掲
げ
る
金
額

以
下
の
会
社
な
ら
び
に
常
時
使
用
す
る
従

業
員
の
数
が
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
従
業
員
の

数
の
欄
に
掲
げ
る
数
以
下
の
会
社
お
よ
び

個
ノ

ー
.
ー
-
ー
'
'

中
小
企
業
近
代
化
促
進
法

施
行
令

.

.

)

」
ー
ー
゛゛゛

.一
千
万
円 .

●
、
、
:
.
市
"
、
」
 
N
 
'
'
:
、
゛
:
ー
、
●
.
」
,
 
J
 
.
 
4
 
.
、
、
 
E
 
'
、
:
、
.
喝
.
ー
、
:
ず
'

(
中
小
企
業
者
の
定
義
)

第
一
条
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
(
以
下
「

法
」
と
い
う
。
)
第
二
条
の
政
令
で
定
め
る

も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

工
業
運
送
業
そ
の
他
の
業
種
(
次
号

①
船
よ
び
第
三
号
に
掲
げ
る
業
種
を
除
く
)

に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営

力
も
の
に
あ
っ
て
は
、
資
本
の
額
ま
た
は

出
資
の
総
額
が
五
千
万
円
以
下
の
会
社
な

ら
び
に
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
三

0
0
人
以
下
の
会
社
船
よ
び
個
人

②
商
業
ま
た
は
サ
】
ビ
ス
業
に
属
す
る
事

業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
も
の
に
あ

つ
て
は
、
資
本
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額

千
万
円
以
下
の
会
社
な
ら
び
に
常
時

が使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
五
0
人
以
下
の

会
社
船
よ
び
個
人

(
昭
和
三
十
八
年
政
令
第
三
三
七
号
)

C
(
指
定
業
種
)

第
二
条
法
第
三
条
第
一
項
の
指
定
業
種
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

清
酒
ま
た
は
し
ょ
う
ち
ゅ
う
(
蒸
留
の

①
方
法
が
連
続
式
蒸
留
機
に
ょ
る
も
の
を
除

く
。
)
の
製
造
業

②
繊
維
製
衛
生
材
料
製
造
業
(
小
分
け
の

み
を
行
な
う
製
造
に
係
る
も
の
を
除
く
)

一
米

陶
磁
器
製
の
デ
ィ
ナ
ー
プ

レ
ー
ト
、
テ
ィ
ー
.
フ
レ
ー

ト
、
ブ
レ
ツ
、
ト
ア
ソ
ド
バ

タ
ー
.
フ
レ
ー
ト
、
ス
ー
.
フ

.
フ
レ
ー
ト
、
フ
ル
ー
ツ
ソ

ー
サ
ー
プ
一
ブ
タ
ー

゛

ー
カ
ー
、
グ
レ
ー
゛
ヒ
ー
、
ポ

ー
ト
、
キ
ャ
セ
戸
ー
ル
、

シ
ユ
ガ
ー
、
ボ
ー
ル
、
ク
リ

ぐ
】
、
テ
ィ
]
カ
ッ
.
フ

テ
ィ
ー
ソ
ー
サ
ー
も
し
く

は
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
ま
た
は

タ
イ
ル
の
製
造
業

種

⑤
み
そ
製
造
業

⑥
し
ょ
う
ゆ
製
造
業

7
 
生
パ
ソ
製
造
業

)(8
 
普
通
合
板
製
造
業

)

み
が
き
棒
銅
製
造
業

)9(

ね
じ
製
造
業

のU⑪
歯
車
製
造
業

.
ヘ
】
コ

1

、
ー
、
、

ミ
シ
ソ
の
頭
部
ま
九
は
足
部
(
べ
ル
ト
車

の

ソ
、
コ
ソ
ビ
ー
フ
、

(
お
よ
び
踏
み
板
が
な
い
も
の
を
除
く
。
)
の

果
実
、
ジ
ャ
ム
、
ヤ

部
品
の
製
造
業

マ
レ
ー
ド
、
野
菜

双
眼
鏡
用
の
レ
ソ
ズ
も
し
く
は
プ
リ
ズ
ム

ト
.
マ
ト
ビ
ユ
ー
レ
ー
⑳

ユ

マ
ト
ケ
チ
ャ
ツ
プ
も
し
く
は
こ
れ
ら
の
半
製
品
ま
た
は
双
眼
鏡

トト
マ
ト
ジ
ユ
ー
ス
ま
の
鏡
体
の
製
造
業

た
は
水
産
物
の
か
ん
⑭
銑
鉄
鋳
物
(
鋳
鉄
管
お
よ
び
可
鍛
鋳
鉄
を

詰
立
た
は
び
ん
詰
(
除
く
。
)
の
製
造
業

銅
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
も
し
く
は
一
、
グ
ネ
シ

⑮

つ
け
物
、
し
お
か
ら

ま
た
は
つ
く
だ
煮
の
ユ
ウ
ム
ま
た
は
銅
ム
ロ
金
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
<
口

か
ん
詰
お
よ
び
び
ん
金
も
し
く
は
ぐ
グ
ネ
ッ
ウ
ム
合
金
の
鋳
物
(

詰
を
除
く
。
)
の
製
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
を
除
く
。
)
の
製
造
業

⑯
作
業
工
具
製
造
業

造
業

④
製
糸
業
(
座
繰
り
⑰
金
属
熱
処
理
業

^
^
^
^
^
^
従
業
員
裂

九
0
0
人

池

生
糸
ま
た
は
座
繰
り
玉
糸
の
製
造
業
を
除

く
。
)

ゴ
ム
製
品
製
造
業
(
自
動

車
ま
た
は
航
空
機
用
タ
イ

ヤ
船
よ
び
チ
ユ
ー
ブ
製
造

業
な
ら
び
に
工
業
用
べ
レノ

ト
製
造
業
を
除
く
。
)

二

五
千
万
円

、
心

-
0
0
人

六
伸
銅
品
製
造
業

゛

三
織
物
の
機
械
染
色
整
理
業
五
千
万
円
六
0
0
人

五
千
万
円
一
、
 
0
0
0
人

五
千
万
円

五
千
万
円

九
0
0
人

五
鉱
業

四

五
0
0
人

綿
糸
、
毛
糸
、
人
絹
糸
、

ま
た
は
ス
フ
糸
の
卸
売
業

3
 
食
肉

13

囲

1ι
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く
。
)
ま
た
は
寝
台
、
い
す
も
し
く
は
腰
掛

け
も
し
く
は
こ
れ
ら
の
半
製
品
製
造
業
(
わ

く
を
購
入
し
、
立
た
は
わ
く
の
製
造
を
他
人

に
委
託
し
て
行
な
う
襄
台
、
い
す
ま
た
は
腰

掛
け
の
製
造
に
係
る
も
の
を
除
く
。
)

、
ソ
ガ
レ
ッ
ト
ラ
イ
タ
ー
製
造
業

陶
磁
器
製
の
食
卓
用
品
、
置
物
、
お
も
ち

や
も
し
く
は
が
い
し
も
し
く
は
こ
れ
ら
の
半

製
品
、
電
気
機
械
器
具
の
部
品
(
半
製
品
を

含
む
。
)
ま
た
は
タ
イ
ル
の
製
造
業
(
本
体

を
購
入
し
、
ま
た
は
本
体
の
製
造
を
他
人
に

委
託
し
て
行
な
う
が
い
し
の
製
造
に
係
る
も

の
を
除
く
。
)

製
革
業

岡
金
属
製
の
お
も
ち
ゃ
(
一
ノ
ン
チ
モ
ソ
合
金

製
の
も
の
お
よ
び
機
械
ま
た
は
レ
ソ
ズ
を
用

い
た
も
の
を
除
く
。
)
ば
ね
も
し
く
は
フ
リ

ー
ク
ッ
シ
"
ソ
機
構
に
ょ
っ
て
作
動
す
る
お

も
ち
ゃ
ま
た
は
電
動
機
に
ょ
っ
て
作
動
す
る

お
も
ち
ゃ
で
あ
っ
て
乾
電
池
を
電
源
と
す
る

も
の
も
し
く
は
本
体
が
移
動
す
る
も
の
の
製

造
業塩

化
ビ
ニ
ー
ル
製
の
お
も
ち
ゃ
全
削
号
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
)
ま
た
は
置
物
の
製

造
業

儒
メ
リ
ャ
ス
製
造
業

岡
繊
蜑
の
既
製
の
外
衣
も
し
く
は
下
着

.

和
装
用
ま
た
は
メ
リ
ャ
ス
製
の
外
衣
お
よ
び

下
着
を
除
く
。
)
ま
た
は
ハ
ソ
カ
チ
の
製
造

業
刷
染
色
整
理
業

圃
織
物
業

i

岡
ね
ん
糸
製
造
業

紡
毛
紡
績
業

つ偲

機
械
す
き
和
紙
製
造
業

田侶

印
刷
業
(
謄
写
印
刷
業
を
除
く
。
)

天
然
け
い
砂
ま
た
は
耐
火
粘
土
鉱
業

電
気
め
っ
き
業
(
め
っ
き
鋼
材
製
造
業
を

十

一
基
本
的
態
度

技
術
革
新
の
急
速
な
進
展
縛
構
造
の

急
激
力
変
化
、
深
刻
な
労
働
力
不
足
等
中
小

企
業
を
と
り
ま
く
社
会
的
経
済
的
環
境
に
は

ま
こ
と
に
厳
L
い
も
の
が
あ
る
。
中
小
企
業

は
こ
の
よ
う
な
急
厳
な
環
境
変
化
に
即
応
し

嬰
、
予
定
損
蔀
算
鴛
よ
び
予
定
財

産
目
録
な
ら
び
に
事
業
計
画
書
お
よ
び
設

備
雌
都
画
書

2
 
前
項
の
申
請
書
は
、
出
資
に
係
る
鴛
を

受
け
よ
う
と
t
る
者
が
二
名
以
上
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
連
名
で
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

2
 
法
第
八
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
出
資
は
、
指
定
事
業
を
営
む
中
小

企
業
者
が
そ
の
営
む
指
定
事
業
と
同
一
の
業

種
に
属
す
る
指
定
事
業
も
し
く
は
そ
の
営
む

指
定
事
業
と
生
産
の
技
術
上
密
接
な
関
連
が

あ
る
指
定
事
業
を
営
む
法
人
で
あ
る
中
小
企

業
者
に
対
し
て
行
な
う
出
資
ま
た
は
当
該
指

定
事
業
を
営
力
法
人
を
設
立
す
る
た
め
に
行

な
う
出
資
と
す
る
。

(
喬
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
出
資
資
産
)

第
四
条
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
出
資

を
す
る
指
定
事
業
を
営
む
中
小
企
業
者
で
あ

つ
て
法
人
で
あ
る
も
の
が
同
条
第
二
項
の
承

認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
は
、
当
該

出
資
に
係
る
資
産
の
う
ち
、
当
該
出
資
を
受

け
る
法
人
ま
た
は
当
該
出
資
に
基
つ
い
て
設

立
さ
れ
る
法
人
の
営
む
指
定
事
業
の
用
に
供

さ
れ
る
資
産
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

①
工
場
の
建
物
(
そ
の
附
属
設
備
を
含
む

以
下
同
じ
。
)
お
よ
び
構
築
物
(
工
場
事
務

所
お
よ
び
工
場
に
附
属
す
る
研
究
所
の
建
物

お
よ
び
構
築
物
を
含
む
。
)
そ
の
他
生
産
の

用
に
供
す
る
建
物
お
よ
び
構
築
物
な
ら
び
に

生
産
の
業
務
に
従
事
す
る
従
業
員
の
用
に
供

す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
設
置
す
る

社
宅
そ
の
他
の
福
利
厚
生
施
設
な
ら
び
に
こ

潤
滑
油
製
造
業

船
舶
(
鋼
船
を
除
く
。
)
の
製
造
ま
た
は

修
理
業

自
動
車
分
解
整
備
業

士
木
工
事
業

(
合
併
ま
た
は
出
資
に
係
る
承
認
の
要
件
)

第
三
条
法
第
八
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
合
併
は
、
指
定
事
業
を
営
む

中
小
企
業
者
で
あ
っ
て
法
人
で
あ
る
も
の
が

そ
の
営
む
指
定
事
業
と
同
一
の
業
種
に
属
す

る
指
定
事
業
ま
た
は
そ
の
営
む
指
定
事
業
と

生
産
(
加
工
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
)
の
技

術
上
密
接
な
関
連
が
あ
る
指
定
事
業
を
営
む

法
人
で
あ
る
中
小
企
業
者
と
行
な
う
合
併
と

れ
ら
の
用
に
供
す
る
土
地
ま
た
は
士
地
の
上

に
存
す
る
権
利

②
生
産
ま
た
は
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
機

械
お
よ
び
装
置
(
起
重
機
そ
の
他
の
搬
送
設

備
を
含
む
。
)

8
 
貨
物
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
車
桶
お
よ
び

)(
運
搬
具

④
工
具
な
ら
び
に
生
産
ま
た
は
試
験
研
究
の

用
に
供
す
る
器
具
お
よ
び
備
品

⑤
無
形
固
定
資
産
(
土
地
の
上
に
存
す
る
権

利
を
除
く
。
)

(
報
告
の
徴
収
)

第
五
条
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
ょ
り

主
務
大
臣
が
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

①
経
営
管
理
に
関
す
る
事
碩

②
生
産
ま
た
は
販
売
の
た
め
の
施
設
に
関

す
示
碩

3
 
生
産
の
技
術
に
関
す
る
事
項

)(④
生
産
す
る
物
品
の
性
能
ま
た
は
品
質
に

関
す
る
事
項

⑤
生
産
数
量
受
注
数
量
お
よ
び
在
庫
数

量
に
関
す
る
事
項

生
産
の
た
め
に
心
要
な
物
品
の
受
入
数

⑥
量
受
入
先
お
よ
び
購
入
価
格
そ
の
他
の

取
引
条
件
に
関
す
る
事
項

7
 
生
産
す
る
物
品
の
払
出
数
量
、
払
出
先

)

,
門
噛
、
』
、
.
勺
1
.
'
.
"
ー

汝

お
よ
び
販
売
価
絡
そ
の
他
の
取
引
条
件
に

関
す
る
事
項

8
 
労
務
に
関
す
る
亊
須

)(

生
産
費
ま
六
は
販
売
費
に
関
す
る
事
項

)9(

共
同
経
済
事
苦
関
す
る
事
項

のU⑪
則
務
計
邑
関
す
る
班
項

2
 
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
ょ
り
主
務

大
臣
が
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
事
項

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

①
生
産
ま
た
は
販
売
の
た
め
の
施
設
に
関

す
る
事
項

②
生
産
数
量
、
受
注
数
量
お
よ
び
在
庫
数

色
関
す
る
事
項

8
 
生
産
の
た
め
に
必
要
な
物
品
ま
九
は
販

)(
売
す
る
物
品
の
受
入
数
量
、
受
入
先
お
よ

び
購
入
価
格
そ
の
他
の
取
引
条
件
に
関
す

る
事
項

④
生
産
し
ま
た
は
販
売
す
る
物
品
の
払
出

数
呈
、
払
出
先
お
よ
び
販
売
価
格
そ
の
他

の
取
引
条
件
に
関
す
る
事
項

⑤
労
務
に
関
す
る
事
項

き
、
ト
,
、
込
主

、
0

L

、

附
則

出
資
を
す
る
者
(
法
人
で
あ
る
場
合
に

限
る
。
)
お
よ
び
出
資
を
受
け
る
法
人
ま

た
は
出
資
に
基
つ
い
て
設
立
さ
れ
る
法
人

の
定
款
(
出
資
に
基
、
づ
い
て
設
立
さ
れ
る

法
人
に
つ
い
て
は
定
款
が
す
で
に
あ
る
場

合
に
限
る
。
)

②
出
資
を
す
る
者
お
よ
び
出
資
を
受
け
る

法
人
の
最
近
三
期
間
の
営
業
報
告
晝
貸

借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
な
ら
び
に

最
終
の
財
産
目
録
(
こ
れ
ら
の
書
頚
が
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
最
近
二
年
冏
の
営

,
業
状
況
お
よ
び
事
業
用
資
産
の
概
要
を
記

載
し
た
書
類
)

8
 
出
資
を
受
け
る
法
人
ま
た
ば
出
資
に
基

)(
づ
い
て
設
立
さ
れ
る
法
人
の
予
定
貸
借
対

、

4
、
.
゛
司
^
"
・
オ
,
、
一

、

'
.
占
,

y
,
・
γC
ー
、
い

}

第
一
条
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
(
昭
和
三

十
八
年
法
律
第
六
四
号
以
下
「
法
」
と
い

う
。
.
)
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
ょ
り
合
併

に
係
る
承
馨
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
株

式
第
一
に
ょ
る
申
請
書
二
通
お
よ
び
そ
の
写

し
二
通
に
次
の
書
類
を
添
え
て
主
務
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
併
を
す
る
す
べ
て
の
法
人
(
以
下
「

①
合
併
当
事
法
人
」
と
い
う
。
)
の
定
款
お

よ
び
合
併
に
ょ
り
設
立
す
る
法
人
の
定
款

が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
定
款

②
合
併
契
約
書
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

写
し

8
 
合
併
当
時
法
人
の
最
近
三
期
間
の
営
業

)(
報
告
晝
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算

書
な
ら
び
に
最
終
の
財
産
目
録

④
合
併
後
存
統
す
る
法
人
ま
た
は
合
併
に

)
よ
り
設
立
す
る
法
人
の
予
定
貸
借
対
照
表

予
定
損
益
計
算
書
お
よ
び
予
定
財
産
目
録

な
ら
び
に
事
詳
画
書
お
よ
び
設
備
投
資

計
算
書

2
 
前
項
の
申
請
書
は
、
当
該
合
併
に
関
し
合

併
に
係
る
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
全

部
の
連
名
で
提
出
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

(
承
認
を
受
け
た
合
併
に
係
る
変
更
の
届
出
)

第
二
条
法
第
八
条
第
一
項
の
隠
を
受
け
た

法
人
に
、
当
該
承
E
係
る
合
併
前
に
船
い

゛

i

.

雪

(
承
認
を
受
け
た
出
資
に
係
る
変
更
の
届
出
)

第
四
条
法
第
八
条
第
一
項
ま
た
は
第
二
項
の

需
を
受
け
た
者
は
、
当
該
承
E
係
る
出

資
前
に
お
い
て
、
当
該
一
憙
に
係
る
申
請
書

に
記
載
L
た
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は

様
式
第
四
に
ょ
る
届
出
書
一
通
お
よ
び
そ
の

写
し
二
通
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
て
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

0

ナ
L

ナ
メ

/

て
、
当
該
承
邑
係
る
器
書
に
記
載
L
た

内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
様
式
第
二

に
ょ
る
届
出
聿
旦
通
お
よ
び
そ
の
写
L
二
通

を
主
務
大
臣
に
提
出
し
て
届
け
出
な
け
れ
ば

、
0

な
ら
な
、

(
出
資
に
係
る
承
認
の
申
請
)

第
三
条
法
第
八
条
第
一
項
ま
た
は
第
二
項
の

規
定
に
ょ
り
出
資
に
係
る
承
撃
受
け
よ
う

と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
に
ょ
る
申
請
書
二

通
お
よ
び
そ
の
写
し
二
通
に
次
の
書
類
を
添

え
て
主
務
大
臣
に
提
出
L
な
け
れ
ば
な
ら
な

ー
」
リ

.

゛
、
イ
i
N
茨

C

中
小
企
業
近
代
化
促
進
法

施
行
規
則

昭
和
三
十
ス
晦
大
ゞ
厚
、
ン

農
通
、
運
ノ
建
令
第
一
号
、

(
合
併
に
係
る
承
認
の
申
請
)

(こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

除
く

中
小
企
業
近
代
化
基
本
計
画

作
成
要
領

1
 
-
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て
設
備
の
近
代
化
経
営
お
よ
び
技
術
の
合
理

企
業
規
模
の
適
正
化
等
早
急
に
そ
の
近

化
、代

化
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
直
ち
に
脱
落
す
る

危
険
に
当
面
し
て
い
る
。
ま
た
国
民
経
済
全

般
の
立
場
に
お
い
て
も
中
小
企
業
農
業
等
、

近
代
化
の
立
ち
遅
れ
た
部
門
の
早
急
な
近
代

化
を
重
点
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
国
民
経
済

の
こ
れ
以
上
の
発
展
、
国
民
経
済
全
般
の
効

率
的
運
営
が
阻
害
さ
れ
る
段
階
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
中
小
企
業
近
代
化
基
本
計
画

(
以
下
「
近
代
化
計
画
」
と
い
う
。
)
作
成

の
基
本
的
態
度
と
し
て
は
、
実
現
の
可
能
性

を
十
分
検
討
し
た
上
で
で
き
る
か
ぎ
り
高
水

準
の
目
標
を
掲
げ
、
抜
本
的
施
策
を
講
ず
る

と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
近
代
化
計
画
作
成
の
前
提
と
な
る
経
済
見

通
L指

定
業
極
共
通
の
経
済
見
通
し
に
ょ
る
こ

と
と
す
る
。

(
昭
和
三
十
八
年
度
指
定
業
種
に
つ
い
て
は

産
業
朧
造
凋
査
会
中
期
(
昭
和
四
十
二
年
度

)
経
済
見
通
し
に
ょ
る
。
)

三
近
代
化
計
画
作
成
上
留
意
す
べ
き
事
項

①

製
品
の
種
別
の
目
標
お
よ
び
こ
れ
を
達

成
す
る
た
め
の
政
策
手
段
の
決
定
近
代
化

計
画
で
は
、
指
定
業
種
の
製
品
が
、
需
要

先
(
輪
出
向
、
内
需
向
)
製
造
工
程
原

料
等
に
ょ
り
数
種
類
に
区
分
さ
れ
、
目
標

と
な
る
性
能
、
品
質
、
生
産
費
適
正
規

模
、
適
正
生
産
方
式
お
よ
び
こ
れ
ら
を
達

成
す
る
た
め
の
具
体
的
政
策
手
段
を
各
種

類
毎
に
定
め
る
べ
き
と
き
は
、
目
標
と
な

る
事
爽
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
政
策

手
段
等
近
代
化
計
画
で
定
め
る
事
項
を
製

品
の
種
煩
毎
に
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

②
目
標
年
度
(
中
小
企
業
近
代
化
促
進
法

)
(
以
下
「
法
」
と
い
う
。
)
第
三
条
第
二

項
第
言
万
細
)

目
標
年
度
は
、
特
別
の
理
由
の
あ
る
場

合
を
除
き
原
則
と
し
て
昭
和
四
十
三
年
度

と
す
る
。

)8
 
需
給
見
通
し

(

指
定
業
種
の
製
品
の
将
来
に
お
け
る
需

給
見
通
し
は
、
近
代
化
計
画
全
般
の
基
本

前
提
と
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
目
標
年

度
に
船
け
る
需
給
見
通
し
を
製
品
の
種
類

毎
に
想
定
す
る
こ
と
と
す
る
。
(
法
第
三

条
第
二
項
第
一
号
同
)

④
性
能
、
品
質
、
生
産
費
の
目
標
法
第
三

条
第
二
項
第
一
号
W
)

性
能
、
品
質
、
生
産
費
の
目
標
は
、
原

則
と
し
て
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら

外
国
の
同
種
製
品
の
水
凖
以
上
に
定
め
る

こ
と
と
す
る
が
、
内
需
向
け
製
品
、
産
業

心

構
造
高
度
化
の
観
点
か
ら
の
指
定
業
種
に

あ
っ
て
は
需
要
者
の
要
求
す
る
水
準
、
産

業
騰
造
高
度
化
の
見
地
か
ら
要
請
さ
れ
る

.
水
準
を
も
勘
案
し
て
定
め
る
こ
と
と
す
る

⑤
、
適
正
生
産
規
模
適
正
生
産
方
式

適
正
規
模
と
は
、
一
般
的
に
「
合
理
的

な
社
会
的
分
業
体
制
を
前
提
と
し
て
一
定

の
需
要
、
一
定
の
技
術
水
準
の
下
に
お
い

て
も
っ
と
も
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
生
産
規
模
を
い
う
」
と
定
義

さ
れ
て
い
る
が
、
指
定
業
種
の
製
品
の
種

類
毎
に
、
付
加
価
値
生
産
性
を
主
た
る
指

標
と
し
て
決
定
す
る
こ
と
と
す
る
。
(
別

添
資
料
①
参
照
)
適
正
生
産
規
模
の
表
現

方
式
は
、
従
業
員
数
生
産
数
量
ま
た
は

生
産
額
主
要
設
備
名
お
よ
び
設
備
台
数
等

に
ょ
る
こ
と
と
す
る
が
、
そ
の
前
提
と
し

て
一
定
の
生
産
方
式
ま
た
は
専
門
生
産
体

制
の
確
立
が
必
要
な
場
合
は
そ
の
前
提
条

件
を
併
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

特
別
の
理
由
に
ょ
り
適
正
生
産
規
模
の

泱
定
が
困
難
な
場
合
は
、
適
正
生
産
方
式

の
み
で
も
よ
い
こ
と
と
す
る
。

適
正
生
産
方
式
は
、
主
要
設
備
、
主
要

工
程
そ
れ
ら
の
配
列
等
に
ょ
り
表
現
す

る
こ
と
と
す
る
。

⑥
物
品
加
工
業
の
場
合
の
目
標
の
定
め
方

)

.

,
ー
ー
ー
Ⅱ
"
-
ー
ー

製
造
業
の
場
合
に
準
じ
て
定
め
る
こ
と

と
す
る
。

7
 
新
た
に
設
置
す
べ
き
設
備
の
種
煩
資

)(
金
の
額
そ
の
他
設
備
の
近
代
化
に
関
t
る

事
項
(
法
第
三
条
第
二
項
第
三
号
)

更
新
ま
た
は
導
入
を
必
要
と
す
る
主
要

な
設
備
の
種
須
台
数
、
こ
れ
に
必
要
な

資
金
の
額
等
を
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

8
 
そ
の
他
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段

)(
に
関
す
る
事
項
(
法
第
三
条
第
二
項
第
四

号
1
第
八
号
)

法
第
三
条
第
二
項
第
四
号
1
第
八
号
に

規
定
す
る
月
標
達
成
の
手
段
に
つ
い
て
は

中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
税
制
、
診
断
、

指
導
、
事
業
の
共
同
化
、
工
場
等
の
集
団

化
、
組
織
化
等
あ
ら
ゆ
る
中
小
企
業
施
策

に
わ
た
っ
て
総
合
的
に
考
え
る
ほ
か
、
指

定
業
種
に
つ
い
て
主
務
大
臣
訟
じ
て
い

る
施
策
、
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
を
含
め

て
総
合
的
に
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
際
特
に
川
現
に
指
定
業
種
に
つ
い

て
実
施
さ
れ
て
い
る
安
定
事
業
お
よ
び
合

理
化
事
業
と
の
関
係
同
零
細
事
業
者
対
策

に
つ
い
て
は
、
十
分
の
検
討
を
行
な
う
こ

と
と
す
る
。

⑨
近
代
化
実
施
計
画
で
定
め
る
事
項
は
、

)(当
該
年
度
に
お
い
て
逹
成
t
べ
き
近
代
化
の

中
問
目
標
、
目
標
達
成
の
た
め
の
手
段
と
す

る
が
、
そ
れ
ら
は
近
代
化
基
本
計
画
で
定

め
る
事
項
に
準
じ
て
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

9
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1
-

解
説
の

J
 
1
、
県

、

ト
.
、

昆
'
.
ー

,

,

1

}

、
.
'
U

企
業
の
国
際
競
争
力
の

強
化
の
た
め
の
税
制
措
置

'

ー
'

.

1
輸
出
縫
製
工
場
に
は
税
制
上
ど
ん
な
恩
典
が

C
亀
」
゛

、

(
一
)
改
正
の
い
き
さ
つ

輸
出
に
従
亊
す
る
も
の
に
対
す
る
税
制
上
の

特
典
と
し
工
昭
和
二
十
八
年
以
降
実
施
さ
れ

て
^
^
^
出
^
助
^
^
^
^
^
^
、
ガ
ッ
ト
^
^

六
条
第
四
項
の
二
次
製
品
に
対
す
る
輸
出
補
助

金
の
全
馳
の
規
定
に
抵
触
す
る
も
の
と
さ
れ
、

つ
ね
に
国
際
的
に
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
た
め
、
政
府
で
は
で
き
る
だ
け
早
い
機

会
に
、
〕
の
制
度
を
」
屍
止
す
る
旨
ガ
ッ
ト
関
係
諸

国
に
表
明
し
て
い
た
い
き
さ
つ
も
あ
っ
て
、
適

用
期
限
(
昭
和
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
)
の

到
来
と
と
む
に
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

し
ナそ

の
た
め
当
業
界
は
じ
め
N
関
係
業
界
で

は
、
こ
の
制
度
に
代
る
べ
き
企
業
の
国
器
争

力
を
強
化
す
る
た
め
の
特
別
措
置
に
つ
い
て
業

界
要
望
亊
項
を
強
力
に
具
申
W
い
た
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
政
府
で
も
輸
出
振
興
と
そ
の
た 1

"
ー

U

免
 
1
、

途
小
r
-
、

.

略
甲
.
、
,
貞
」
゛
x
r
-
^
.
^

め
の
国
際
競
争
力
強
化
の
た
て
ま
え
か
ら
、
そ

の
支
え
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
、
し
か
も
ガ
ツ

ト
に
違
反
し
な
い
よ
う
な
税
制
を
将
の
結
果

輸
出
特
別
償
却
制
度
の
拡
充

)②
技
術
輸
出
所
得
控
除
制
度
の
拡
充

)8
 
海
外
市
場
開
拓
準
備
金
制
度
お
よ
び
中
小

(
企
業
海
外
市
場
開
拓
準
備
金
制
度
の
創
設

④
海
外
投
資
損
失
準
備
金
制
度
の
創
設

な
ど
を
決
め
、
新
会
計
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
う
ち
、
と
く
に
当

業
界
に
直
接
関
係
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
の
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し
ょ
う
。

(
二
)
輸
出
特
別
償
却
制
度

こ
の
制
度
は
、
従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
海
外
取
引
な
ど
が
あ
る
商
社
、
メ
ー
カ

ー
な
ど
を
対
象
に
、
そ
の
企
業
が
も
っ
て
い
る

固
定
資
産
に
つ
き
割
引
償
却
を
努
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
が
、
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
制
売
(
メ
ー
カ
ー
な
ど
)

度
を
昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
三
年

④

輸
出
業
者
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
行
な
う

問
延
長
す
る
と
と
も
に
、
通
常
の
償
却
額
の
算
輸
出
業
者
が
輸
出
を
す
る
物
品
の
加
工
ま
た

出
方
法
を
変
え
る
他
制
度
の
大
巾
簡
素
化
が
は
そ
の
加
工
の
対
象
と
な
っ
た
法
人
の
製
造

な
ど
に
ょ
り
取
得
L
た
物
品
の
輸
出
業
者
に

図
ら
れ
て
お
り
立
す
。

①

特
例
の
適
用
対
象
企
業

対
す
る
販
売
(
メ
ー
カ
ー
な
ど
)

こ
の
特
例
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
企
業
は
次
⑤
略

の
要
件
を
備
え
て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。
⑥
製
糸
業
者
、
紡
鑓
業
者
ま
た
は
織
物
業
者

④
そ
の
企
条
青
色
申
告
書
提
出
企
業
で
あ
の
製
造
す
る
繊
維
製
品
に
つ
い
て
製
条
業
者

な
ど
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
行
な
う
輸
出
を

る
こ
と

@
一
年
前
の
事
業
年
度
に
海
外
取
引
な
ど
の
 
t
る
た
め
の
製
織
加
工
、
メ
リ
ャ
ス
加
工
、

収
入
金
額
が
あ
る
こ
と
。

縫
製
加
工
、
染
色
加
工
ま
た
は
整
理
加
工

〔
注
」
こ
こ
で
い
う
「
海
外
取
引
な
ど
」

(
紡
績
の
下
ヲ
ー
カ
】
な
ど
)

は

特
例
の
対
象
と
な
る
取
引
で
あ
っ
て
、
輪
⑦
略

出
向
け
に
す
る
取
引
一
切
が
対
象
と
な
る
⑧
略

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
割
増
償
却
の
適
二
適
用
期
限

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
海
外
取
引
従
来
の
輸
出
特
別
償
却
制
度
が
昭
和
三
十
九

」
と
し
て
は
、
.
八
種
頚
稔
め
ら
れ
て
お
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
た
め

り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
当
業
界
に
関
係
あ
現
行
制
度
を
簡
素
化
し
た
う
え
で
そ
の
適
用
期

る
も
の
を
拾
い
上
げ
る
と
次
の
通
り
で
す
限
を
延
長
し
て
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
内

①
他
か
ら
購
入
し
た
物
品
の
輸
出

の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
に
お
い
て
認
め
ら
れ

〔
注
)
(
輸
出
商
社
な
ど
)

②
法
人
が
製
造
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
凖
ず
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
為
に
ょ
っ
て
取
得
し
た
物
品
の
輸
出
(
直
三
割
増
償
却
の
対
款
と
な
る
固
定
資
産

輪
メ
ー
カ
ー
な
ど
)

各
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
い
て
そ
の
法
人

③
法
人
が
そ
の
製
造
な
ど
に
ょ
っ
て
取
得
し
が
持
っ
て
い
る
次
の
よ
う
な
固
定
資
産
に
つ
い

た
物
品
の
輸
出
を
行
な
う
も
の
に
対
す
る
販
て
適
用
を
受
け
ま
す
。

1

、
」

①

一
'
.
、
、
,
.
、
、
,
.
、
、
.
●
,
、
、
"
、
'
゛
,
ゞ
、
.
'
叫
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亀,
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単
,
ユ
,

員
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.

①
機
繋
よ
び
装
置

②
工
場
用
建
物
お
よ
び
そ
の
附
属
設
備

〔
注
〕
上
記
対
象
固
定
資
産
の
種
頌
は
「
近

代
化
促
進
法
の
特
別
償
却
」
の
場
合
の
対

象
資
産
と
同
一
で
す
。

適
用
の
重
複
稔
め
ら
れ
る
も
の

中
小
企
業
近
代
化
促
進
法
の
特
別
償
却

適
用
の
重
複
が
腎
ら
れ
な
い
も
の

合
理
化
機
械
そ
の
他
の
初
年
度
三
分
の
一

特
別
償
却
な
ど
、
近
促
法
の
特
別
償
却
以
外

の
割
増
償
却
を
し
た
資
産
に
つ
い
て
は
重
複

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
但
し
、
二
年
目
か
ら

は
も
ち
ろ
ん
重
複
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
適

用
を
受
け
ま
す
。

④
割
増
償
却
額
の
計
算

)
こ
の
輪
出
割
増
償
却
の
限
度
額
は
次
の
よ
う

に
し
て
計
算
し
ま
す
。

卦
令
÷
δ
翁

、
喜
議
6

疇
恵
薫
>
当

〔
注
〕
※
こ
の
他
縫
製
品
工
場
で
は
近
促
法
に

よ
る
特
別
償
却
も
で
き
ま
す
か
ら
、
さ
ら

に
普
通
償
却
限
度
額
の
菟
の
特
別
償
却
額

も
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ

て
輸
出
縫
製
品
工
場
で
は
、
炊
の
④
、

⑧
、
◎
を
合
計
し
た
額
が
償
却
で
き
ま
す

④
普
通
償
却
額

⑧
近
促
法
に
ょ
る
償
却
額
(
普
通
償
却
額

X
%
)

⑥
輸
出
特
別
償
却
額
(
普
通
償
却
額
X
八

0
%
X
輸
出
比
率
)

需
出
比
率
の
出
し
方

「
輸
出
取
引
な
ど
の
収
入
金
額
」
は
、
製

品
を
商
社
へ
売
渡
し
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
そ

の
売
渡
金
額
で
す
が
、
委
託
加
工
の
場
合
は

商
社
か
ら
受
取
っ
た
加
工
料
が
収
入
金
額
と

な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
内
需
は
す
べ
て
製
口
聖
冗
、
輸
出

は
す
べ
て
委
託
加
工
と
い
う
場
合
の
輸
出
比

率
の
出
し
方
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

卦
圧
旅
寿
書
H
並

4

罵
言
ぎ
N
田
δ
制

違
暑
X
熟
淵
聡
議
肯

貫
ン
貧
、
。

⑦
昭
和
三
十
八
年
事
業
所
得
収
入
金
額

一
、
 
0
0
0
万
円

海
外
取
引
収
入
金
額

ク

六
0
0
万
円

昭
和
三
十
九
年
事
業
所
得
収
入
金
額

一
、
四
0
0
万
円

海
外
取
引
収
入
金
額

ク

八
四
0
万
円

固
定
資
産
の
通
常
の
減
価
償
却
額

-
0
0
万
円
と
す
る
と

ル

昭
和
三
十
九
年
の
償
却
限
度
額
は
り
・

=
&
I
×
-
+
1
X
器
ゞ
ー

・
晶
&
田

す
な
わ
ち
三
壬
ハ
万
円
が
当
期
に
償
却
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

@
と
こ
ろ
が
実
際
に
個
人
が
必
要
な
経
費
と

し
て
算
入
し
た
減
価
額
が
-
0
六
万
円
で
あ

つ
た
と
す
る
と

昭
和
四
十
年
の
償
却
限
度
額
は
り
・

岩
&
I
X
 
(
]
+
1
X
器
ゞ

1
十
(
]
器
獣
田
1
-
0
&
■
"
一
謁
d
田
)

す
な
わ
ち
一
七
八
万
円
が
当
期
に
償
却
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

)⑤
輪
出
取
引
の
証
明

こ
の
輸
出
特
別
償
却
制
度
の
適
用
を
受
け
よ

う
と
す
る
も
の
は
、
確
定
申
告
書
な
ど
に
次
の

〔
券
氏
X
劃
〕

以
上
に
ょ
っ
て
算
出
し
た
割
増
償
却
額
に
普

通
償
却
額
を
合
計
し
た
額
が
そ
の
企
業
の
減
価

償
却
で
き
る
限
度
額
と
な
り
、
こ
の
範
囲
の
金

額
を
企
業
は
必
要
な
経
費
と
し
て
算
入
で
き
る

と
と
に
な
り
ま
す
。

小
鵡
N
丑
入
慨
懸

階
畔
》
▲
イ
汁
濫

詔
Σ
δ
遂
油
濫
孟

X
器
訳
小
δ
令
丑
き
蜘

慧
階
砥
》
づ
・

汁
涯
盃

、
、

.
、
、

証
明
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
直
接
輸
出
の
場
合
(
輸
出
商
社
、
直
輸
メ

ー
カ
ー
な
ど
)

輪
出
の
許
可
書
ま
た
は
こ
れ
に
代
る
べ
き

税
関
の
証
明
書

②
間
接
輸
出
の
場
<
尺
下
請
メ
ー
カ
ー
な
ど
)

輸
出
商
社
ま
た
は
輸
出
を
し
た
、
の
の
証

明
す
る
書
類
お
よ
び
そ
の
輸
出
を
行
な
っ
た

も
の
の
受
け
る
書
類
の
写
し

証
明
書
の
提
出
期
限
(
直
接
輪
出
、
間
接
輸
出

を
問
わ
な
い
)

①
一
年
決
算
法
人

前
期
分
の
海
外
取
引
に
つ
い
て
当
期
の
確
定

申
告
書
ま
た
は
中
間
申
告
書
の
提
出
期
限
ま

忍
誤
艦
一
黒
凱
識
建
十
書
E
顯
寿
言
H
並

実
際
の
償
却
額
が
繰
入
れ
限
度
額
に
満
た

な
い
場
合
は
、
そ
の
満
た
な
い
分
だ
け
翌
年

以
後
二
年
問
に
繰
越
し
て
他
の
償
却
範
囲
額

に
加
算
さ
れ
ま
す
。

〔
計
算
例
〕

.

.

"
゛
一
、
一
゛

の
輸
出
所
得
控
除
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

(
掛
法
附
則
第
十
六
条
)

な
お
、
輪
出
所
得
控
除
制
度
の
廃
止
に
伴
な

う
経
過
的
取
扱
や
に
つ
い
て
は
、
昭
三
九
・
四

三
百
付
直
審
(
法
)
第
六
八
号
で
定
め
ら
れ

て
い
る
の
で
留
1
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

舎
一
)
海
外
市
場
開
拓
準
備
金

制
度

こ
の
制
度
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か

ら
昭
和
四
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間

(
指
定
期
間
と
い
う
)
内
の
日
を
含
む
各
事
業

年
度
に
お
い
て
海
外
市
場
の
調
査
開
拓
な
ど
に

要
す
る
費
用
の
支
出
に
備
え
る
た
め
、
直
前
事

業
年
度
(
一
年
決
算
以
外
の
法
人
に
つ
い
て
は

前
前
期
の
事
業
年
度
(
基
準
年
度
と
い
う
)
中

の
海
外
取
引
金
額
の
一
・
五
%
(
商
社
は
0

丑
%
)
に
相
当
す
る
金
額
の
準
備
金
繰
入
れ
に

よ
る
損
令
算
入
を
鬻
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

適
用
対
象
と
な
る
法
人

①
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
法
人

②
適
用
期
間

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十

四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
内
の
日
を

含
む
各
事
業
年
度
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す

適
用
を
受
け
う
る
海
外
取
引
に
ょ
る
収
入

③
金
額

ー
ー
七

、

曳

i
 
、
ノ

t

'
、

例
示
2
)
年
一
回
.
(
六
月
)
決
算
の

C 凡

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
う
る
対
象
と
な

る
収
入
金
額
は
そ
の
事
業
年
度
の
一
年
前
の

事
業
年
度
中
に
あ
げ
た
海
外
取
引
に
ょ
る
収

入
金
額
を
い
い
ま
す
。

従
っ
て
輸
出
向
縫
製
メ
ー
カ
】
で
委
託
加

工
の
場
合
は
、
商
社
な
ど
か
ら
受
取
っ
た
加

工
料
が
「
海
外
取
引
に
ょ
る
収
入
金
額
」
と

な
り
ま
す
。

〔
注
〕
※
こ
の
「
海
外
取
引
に
ょ
る
収
入
金
額

」
は
既
述
①
の
輸
出
特
別
償
却
の
適
用
を

受
け
う
る
要
件
(
例
え
ば
、
商
社
、
紡
績

と
直
結
し
て
取
引
が
あ
っ
た
場
合
の
収
入

金
額
な
ど
)
同
一
の
要
件
を
備
え
た
も

の
に
限
り
ま
す
。

※
ま
た
、
こ
の
収
入
金
額
は
、
確
定
申

告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
輸
出
証
明
の
と

れ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

④
損
金
に
算
入
さ
れ
る
額
の
計
算

海
外
市
場
開
拓
準
備
金
勘
定
へ
の
繰
入
れ

に
ょ
る
損
金
に
算
入
さ
れ
る
額
は
、
基
準
年

度
(
そ
の
事
業
年
度
の
一
年
前
の
事
業
年
度

)
の
海
外
取
引
に
ょ
る
収
入
金
額
に
対
し
て

一
、
五
%
(
商
社
立
た
は
メ
ー
カ
ー
直
輸
の

場
合
は
0
・
五
%
)
を
乗
じ
た
金
額
の
合
計

額
と
な
り
ま
す
。

な
お
月
数
換
算
と
し
て
、
そ
の
合
計
額
を

そ
の
基
準
年
度
の
月
数
で
除
し
て
(
月
平
均

、
 
t

.

②
半
年
決
算
法
人

前
期
分
の
海
外
取
引
に
つ
い
て
当
期
の
確
定

申
告
舌
ま
た
は
中
間
申
告
書
の
提
出
期
限
ま

で
に

経
過
措
置

従
来
の
輸
出
所
得
の
特
別
控
除

本
制
度
は
昭
和
三
十
九
年
三
月
末
日
を
も
っ

て
廃
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
輸
出
取
引
が
行
な
わ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
降
に

終
了
す
る
事
業
年
度
に
つ
い
て
も
、
な
お
旧
法

,
゛
 
W
1
゛
冨
 
W
 
、
、
り
誠
"
¥

＼
」

、
.
.
.
"
,
.
,
"
、
"
.
,

ノ
、

.

風

63

、

額
)
、
こ
れ
に
そ
の
事
業
年
度
の
指
定
期
間

の
月
数
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。

〔
注
〕
※
(
例
示
1
)
年
二
回
舎
戸
、
九
月

決
算
の
縫
製
工
場
が
昭
和
三
十
九
年
九
月
三

十
一
日
決
算
期
に
、
海
外
市
場
開
拓
準
備
金

勘
定
と
し
て
損
金
算
入
が
で
き
る
額
は

〔
昭
和
三
十
八
年
三
月
1
九
月
(
基
準
年
度

)
の
輸
出
取
引
収
入
額
を
四
千
万
円
と
す

る
〕

1
『
 
1

心

1
 
弌

゛
●
"
{
ー
'

◎
欠
損
法
人
で
も
繰
入
れ
ら
れ
ま
す
。

従
来
の
輪
出
所
得
控
除
制
度
に
は
、
所
得

基
準
に
ょ
る
損
金
算
入
限
度
額
が
あ
り
、
所

得
が
あ
る
法
人
で
な
い
と
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
こ
の
準
備
金
に
は
こ
れ
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
海
外
取
引
金
額
が
あ
れ
ば
欠

損
法
人
で
も
繰
入
れ
ら
れ
ま
す
。

⑤
準
備
金
の
取
り
く
ず
し

⑥
海
外
市
場
開
拓
準
備
金
峡
繰
り
入
れ
の

翌
事
業
年
度
か
ら
次
の
①
②
金
額
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
大
き
い
金
額
を
取
り
く
ず
し
て
益

金
に
算
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
五
ケ
年
間
均
等
額
取
り
く
ず
し

各
事
業
年
度
終
了
の
日
に
船
い
て
、
前
期

製
工
場
が
昭
和
三
十
九
年
六
河
三
十
日
決

算
期
に
損
金
算
入
、
か
で
き
る
額
は
・
・
・
・
:
〔

昭
和
三
十
七
年
七
月
1
昭
和
三
十
八
年
六

月
(
基
準
期
問
)
の
輪
出
取
引
収
入
額
を

四
千
万
円
と
t
る
〕

マ1'
に

,

※ 4千万円X I・5 ÷6×5=50万円( 100'ー

」

↑↑↑ ↑
1 指定期間の月数(昭39.4月~9月)

1 基準期間の月数(昭38.3月~9月)
繰入れ比率

輸出取引収入額(昭38.3月~9月)

但し昭和四十年三月決算からは炊の算式になります。

1年前の事業年度XI・5 ÷6×6=損金算入額

1
置

、、
1

'、)

4千万円X一」÷12× 2=10万円
↑↑小↑
1 指定期間の月数(昭39.4月~6月)
基準期間の月数(昭37.7月~昭38.6月)

1 繰入れ比率
輪出取引収入額(昭37.7月~昭38.6月)
但し昭和四十年六月決算期からは次の算式になります

1年前の事業年度X I・5 ÷12×12=損金算入額1气前の、業 X ・÷12×12=損金算入額

・゛.イJ
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か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
凖
備
金
勘
定
の
金
額
が

あ
る
場
合
に
、
そ
の
繰
入
れ
を
し
た
事
業
年

度
別
に
区
分
し
た
各
金
額
ご
と
に
そ
の
区
分

し
た
金
額
の
繰
入
れ
を
し
た
事
業
年
度
の
所

得
の
計
算
上
損
金
に
算
入
さ
れ
た
金
額
に
、

そ
の
事
業
年
度
の
月
数
を
乗
じ
て
、
こ
れ
を

六
0
 
(
五
年
間
)
で
除
L
て
計
算
L
た
金
額

の
合
計
額
(
こ
れ
は
海
外
市
場
開
拓
費
の
支

払
い
が
な
く
て
も
取
り
く
ず
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
)

例
示

年
一
回
全
一
月
)
決
算
を
す
る
会
社
で
毎
期

三
0
万
円
1
五
0
万
門
程
度
を
積
立
金
に
繰

入
れ
る
場
合
、
そ
の
均
等
額
取
り
く
ず
し
の

方
法
を
例
示
す
る
と
次
の
表
の
と
船
り
に
な

ま
す
。 1

次
の
囲
の
金
額
が
同
の
金
額
を
こ
え
る
場

合
の
そ
の
こ
え
る
額

川
当
期
の
「
特
定
海
外
費
用
」
の
額
の
合

計
額

同
当
期
前
二
年
間
の
各
事
業
年
度
の
月
平

均
特
定
海
外
費
用
の
支
出
額
に
、
当
期
の

月
数
を
乗
じ
た
金
額
の
-
0
0
分
の
三

0
に
相
当
す
る
金
額

す
な
わ
ち
、
同
の
通
常
の
海
外
市
場
開

拓
費
と
器
ら
れ
る
経
費
を
W
が
こ
え
て

い
る
場
合
に
は
、
そ
の
こ
え
る
金
額
に
つ

い
て
は
特
別
な
開
拓
費
支
出
分
と
み
て
、
、

そ
の
取
り
く
ず
し
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

訳
で
す
。

〔
芭
※
毎
期
繰
入
れ

た
金
額
は
そ
れ
ぞ

れ
五
で
割
っ
て
(

五
ケ
年
均
等
額
)

得
た
金
額
を
そ
れ

ぞ
れ
の
翌
期
で
取
例
示

り
く
ず
し
て
ゆ
く

こ
と
に
な
り
ま
す

※
こ
の
均
等
取

り
く
t
は
実
際

に
海
外
市
場
開
拓

費
の
支
出
が
な
く

て
も
取
り
く
ず
さ

れ
益
金
算
入
と
さ

れ
ま
す
。

②
特
別
な
海
外
費

用
額
の
取
り
く
ず

し

、

屯

岑
&
田
1
]
念
獣
田
U
]
&
エ

盲
)

S

◎
以
上
例
示
]
と
例
示
2
に
ょ
っ
て
昭
和
四
十

一
年
三
月
決
算
時
に
船
い
て
こ
の
会
社
が
取
り

く
ず
す
額
は
①
の
均
等
額
六
万
円
と
②
の
特
別

な
海
外
養
用
額
の
取
り
く
ず
し
額
一
六
万
円
と

の
い
ず
れ
か
大
き
い
方
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
期
に
は
十
六
万
円
が
準
備
金
四
十
四
万
円
か

ら
取
り
く
ず
さ
れ
て
益
金
算
入
と
な
る
わ
け
で

す
。

〔
進
②
の
海
外
費
用
の
支
出
の
な
か
っ
た
と

き
は
も
ち
ろ
ん
六
万
円
だ
け
と
り
く
ず
さ

れ
ま
す
。

特
定
海
外
費
用
の
定
義

前
記
の
「
特
別
な
海
外
費
用
の
支
出
額
の
取

り
く
ず
し
の
対
象
と
な
る
特
定
海
外
費
用
と
は

次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

川
外
国
へ
出
張
し
、
ま
た
燕
赴
任
す
る
た

め
の
旅
費

同
外
国
に
あ
る
支
店
(
出
張
所
そ
の
他
こ

れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
)
に
お
い
て
支

出
す
る
通
信
費
お
よ
び
外
国
と
の
通
信
費

外
国
に
あ
る
支
店
に
浦
い
て
支
出
す
る

W
給
与
お
よ
ぴ
旅
費

国
外
国
に
あ
る
支
店
に
お
い
て
支
出
す
る

広
告
宜
伝
費
お
よ
び
外
国
向
け
の
広
告
宣

伝
の
費
用

困
外
国
に
あ
る
支
店
に
お
い
て
支
出
す
る

.

一

見
本
品
の
費
用
お
よ
び
外
国
向
け
の
見
本

品
の
狩
用
外
国
に
お
け
る
見
本
市
へ
の
参

加
の
た
め
の
費
用
お
よ
び
外
国
へ
の
見
本

品
の
運
送
の
た
め
の
費
用
を
含
力
)

7
 
準
備
金
の
取
り
く
ず
し
に
伴
な
う
繰
入
累

)(
積
額

こ
の
準
備
金
に
は
累
積
限
度
額
は
設
け
て
い

ま
せ
ん
が
、
五
年
間
均
等
取
り
く
ず
し
の
方
法

に
ょ
っ
て
最
低
限
の
取
り
く
ず
し
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
動
的
に
累

積
限
度
が
あ
る
の
と
同
じ
結
果
と
な
り
、
取
引

額
が
同
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
次
の
表
の
と
お
り

五
年
間
で
繰
入
限
度
の
三
倍
(
一
・
五
%
の
場

合
で
四
・
五
%
)
に
達
し
、
そ
の
後
は
増
加
し

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
お
む
ね

繰
入
れ
限
度
の
三
倍
が
累
積
限
度
額
で
あ
る
と

い
え
京
し
ょ
う
。

〔
例
示
〕

0

#
゛

年
一
回
会
一
月
)
決
算
の
会
社
で
実
際
に

海
外
費
用
を
支
出
し
た
場
合
、
昭
和
四
十
一

年
三
月
末
決
算
時
の
取
り
く
t
額
の
計
算

は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
社
の
昭
和
三
十
七
年
四
月
1
昭
和
三
十

九
年
三
月
の
二
年
間
(
二
事
業
年
度
)
の
月

平
均
特
定
海
外
費
用
の
支
出
額
を
-
0
万
円

と
す
る
。

当
期
海
外
費
用
を
一
六
0
万
円
支
出
し
た

と
す
る
。

脈
涯
δ
請
竿
躍
遜
洲
圧
沖
Π
岑
§
田
・
・
・
魯
)

]
&
J
X
詩
q
山
 
X
1
 
"
一
心
甑
工
・
:
・
:
(
口
)

-
8

2

t

声

」
.

、C〔
注
〕
す
な
わ
ち
、
五
年
均
等
と
り
く
ず
し

方
式
に
ょ
れ
ぱ
、
輪
出
金
額
が
ま
っ
た
く

変
動
し
な
い
と
す
れ
ば
、
五
年
間
で
三
年

分
の
繰
入
額
累
積
(
四
・
五
%
)
に
達
し

そ
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

⑧
適
用
申
告
手
続

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
次

の
手
続
が
必
要
で
す
。

確
定
申
告
書
な
ど
に
海
外
市
場
開
拓
準

①
備
金
勘
定
に
繰
入
れ
た
金
額
の
損
金
算
入

に
関
す
る
申
告
の
記
載
を
す
る
。

②
か
つ
、
そ
,
の
確
定
申
告
書
な
ど
に
そ
の

事
業
年
度
の
繰
入
限
度
額
の
計
算
に
関
す

る
明
細
書
の
添
付
を
す
る
。

(
四
)
中
小
企
業
海
外
市
場
開

拓
準
備
金
制
度

⑥
(
二
)
で
説
明
し
ま
し
た
海
外
市
場
開
拓
準

備
金
制
度
は
、
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
個
々

の
業
者
が
個
別
に
準
備
金
を
積
立
て
る
も
の
で

す
が
、
中
小
企
業
者
で
は
そ
の
金
額
、
少
な
く

ま
た
実
効
も
薄
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
別

、

に
中
小
企
業
者
で
組
織
す
る
特
定
商
工
組
合
に

輪
出
を
行
な
う
所
属
組
合
員
が
賦
課
金
を
納
付

し
、
そ
の
特
定
商
工
組
合
に
お
い
て
海
外
市
場

の
開
拓
に
要
す
る
費
用
の
支
出
に
備
え
る
た
め

そ
の
組
合
員
で
あ
る
法
人
の
海
外
取
引
に
ょ
る

.

. 1

'
ー

」

、
'

.

.

、
'

、

収
入
金
額
の
合
計
額
の
千
分
の
二
五
相
当
額
以

下
の
金
額
を
こ
の
中
小
企
業
海
外
市
場
開
拓
凖

備
金
勘
定
に
繰
入
れ
た
と
き
は
、
そ
の
繰
入
金

額
を
特
定
商
工
組
合
の
所
得
の
計
算
上
損
金
に

算
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
ま
た
、
そ
の
組
合
員
た
る
法
人
が
賦
課
金
と

し
て
納
付
し
た
金
額
は
、
損
金
に
算
入
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
適
用
対
象
と
な
る
組
合

)
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
う
る
組
合
は
青
色

申
告
書
を
提
出
す
る
特
定
商
工
組
合
に
限
ら
れ

ま
す
が
、
そ
の
特
定
商
工
組
合
と
は
次
の
よ
う

な
も
の
を
い
い
ま
す
。

①

出
資
組
合
で
あ
る
こ
と

〔
注
〕
し
た
が
っ
て
日
本
輸
出
縫
製
品
工

業
組
合
は
出
資
組
合
に
切
換
え
な
い
限
り

適
用
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

)②
傘
下
組
合
員
の
輸
出
割
合
が
全
般
的
に

み
て
、
二
0
%
以
上
で
あ
る
組
合
で
あ
る

こ
と

)8
 
以
上
に
基
つ
い
て
所
管
の
大
臣
が
三
年

(
以
内
の
期
間
を
定
め
て
指
定
し
た
組
合
で

あ
る
こ
と
。

)佗
適
用
期
間

昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
四

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
を
含
む
各
事
業

年
度
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

,
、

C

一

i

.

.
゛

、

(
海
外
市
場
開
拓
準
備
金
制
度
と
同
じ
)

3
 
適
用
を
受
け
う
る
海
外
取
引
に
ょ
る
収
入

)(
金
額

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
う
る
対
象
と
な
る

収
入
金
額
は
次
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

各
事
業
年
度
の
一
年
前
の
事
業
年
度
(
基
準

年
度
)
内
に
、
傘
下
組
合
員
が
輸
出
取
引
を
し

た
と
い
う
証
明
書
(
輸
出
の
詐
可
書
や
税
関
の

証
明
書
な
ど
)
が
と
れ
る
取
引
収
入
額
の
合
計

額◎
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
・
、
そ
の
収
入

金
額
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
各
組
合
員

ご
と
に
算
出
し
た
金
額
の
合
計
額
で
も
よ
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
調
整
規
程
に
ょ
っ
て
出
荷
数
量
の
制
限
(

日
本
輸
出
縫
製
品
工
業
組
合
の
よ
う
に
)
を

し
て
い
る
場
合
は
そ
の
制
限
数
量
に
平
均
価

額
(
所
管
大
臣
の
承
認
の
あ
る
も
の
)
を
乗

じ
て
計
算
し
た
金
額
の
合
計
額

②
輪
出
の
際
に
輸
出
検
査
法
に
基
づ
く
検
査

を
受
け
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
.
(
輸
出
縫
製

品
の
よ
う
に
に
)
つ
い
て
は
、
そ
の
検
査
合

格
の
証
明
書
が
と
れ
る
数
量
に
平
均
価
格
(

所
管
大
臣
の
器
の
あ
る
も
の
)
を
乗
じ
て

計
算
し
た
金
額
の
合
計
額

〔
注
〕
こ
れ
は
各
組
合
員
の
個
々
の
輸
出
に

つ
い
て
の
輸
出
証
明
書
の
作
成
に
代
え
て

一

1年決算法人の場合

①②③④⑤⑥
1.5 1.2 0.9 0.6 0.3

1.5 1.2 0.9 0.6 0.3
1.5 1.2 0.9 0.6

1.5 1.2 0.9

1.5 1.2
1.5

第1期分
第2期分
第3期分
第4期分
第5期分
第6期分

期末残計 1.5 2.7 3.6 4.2 4.5 4.5
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⑥

第1期分

第2期分

第3期分

第4期分

第5期分

第6期分

昭39
3月末

6万円→

30万円一>
(繰入れ)

昭卯
3月末

24万円・ヲ

20万円・ラ
(繰入れ)

』

昭U
3月末

」

'

18万円・ヲ

16万円→

30万円→
(繰入れ)

昭42
3月末

亀,

20万円→

18万円→

12万円→

12万円→

24万円→

昭43
3月末

」

期末準備金残 30万円"万円 64万円 98万円 102万円 70万円

6万円一)

8万円一)

18万円→

昭"
3月末

ゞ膨

本期の取くずL額

昭45
3月末

50万円→
(繰入れ)

4万円・ヲ

12万円→

40万円→

30万円→
(繰入れ)

、、

-39 -

26万円 26万円

,

゛,

30万円→

24万円→

繰入れな
し ^

6万円 10万円 16万円



と
く
北
証
明
書
以
外
の
合
理
的
方
法
に
ょ

つ
て
手
続
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
た
も
の
で

す
。

④
特
定
商
工
組
合
の
損
金
に
算
入
さ
れ
る
額

の
計
算

③
で
述
べ
た
海
外
取
引
額
の
千
分
の
二
十
五

が
繰
入
れ
の
隈
度
額
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
実

際
に
は
組
合
が
個
々
の
組
合
員
に
対
し
そ
れ
ぞ

れ
の
海
外
取
引
額
そ
の
他
の
賦
課
基
準
に
ょ
っ

て
賦
課
し
、
こ
れ
に
基
、
づ
い
て
組
合
員
か
ら
納

付
さ
れ
た
金
額
の
合
計
額
以
下
の
金
額
が
繰
入

れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
t
。

⑤
組
合
員
で
あ
る
中
小
企
業
の
納
付
金
の
損

金
算
入

特
定
商
工
組
合
の
組
合
員
た
る
中
小
企
業
が

そ
の
特
定
商
工
組
合
に
納
付
金
を
納
め
た
と
き

は
、
そ
の
納
付
金
に
相
当
す
る
金
額
は
そ
の
組

合
員
で
あ
る
中
小
企
業
が
納
付
金
を
支
出
し
た

事
業
年
度
に
お
い
て
損
t
認
め
ら
れ
ま
す
。

)8
 
準
備
金
の
取
り
く
ず
し

(
こ
の
中
小
企
業
海
外
市
場
開
拓
準
備
金
の
取

り
く
ず
し
は
、
既
述
⇔
の
海
外
市
場
開
拓
凖
備

金
の
場
合
と
同
様
で
す
。

)7
 
適
用
申
告
手
続

(
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
に
は

次
の
手
統
が
必
要
で
す
。

①
こ
の
制
度
の
進
備
金
勘
定
に
繰
り
入
れ
た

金
額
の
損
金
算
入
に
関
す
る
申
告
の
記
載
が

あ
る
こ
と
。

③
か
つ
、
そ
の
確
定
申
告
書
な
ど
に
そ
の
事

業
年
度
の
繰
入
限
度
額
の
計
算
に
関
す
る
明

細
書
の
添
付
が
あ
る
こ
と
。

経
営
改
善
の
パ
ト
ロ
ー
ル

ん
力
の
ご
相
壁
応
じ
て
お
り
ま
す
。

呰
さ
ん
方
よ
り
受
け
る
ご
相
談
事
項
に
.

対
し
て
は
、
相
談
の
機
密
を
十
分
お
守

り
い
た
し
ま
t
か
ら
、
何
卒
ご
安
心
の
・

上
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

★
経
営
指
導
員
と
は

通
産
大
臣
よ
り
資
格
認
定
を
受
け
た
実

務
指
導
者
で
、
何
れ
も
奈
良
商
工
会
議
.

所
職
員
で
す
か
ら
、
き
っ
と
皆
さ
ん
方

の
ビ
満
足
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
.

ま
す
。

★
経
営
指
導
員
の
取
扱
う
仕
事

袈
1
生
嘆
販
売
、
労
務
、
税
務
、

金
融
な
ど
商
工
業
一
般

診
断
1
お
店
や
工
場
の
経
営
状
況
を
実

地
に
診
断
し
、
今
後
の
経
営
改
善

本

内
需

ス
フ
,
麻
・
純
毛
・
化
公
C
繊
・

紋
皿
地
・
そ
の
他
の
製
織
"
に
染
色
悴
川
加
1

A
、
製
織
(
瓢
・
ス
フ
・
麻
・
純
毛
・
化
公
U
繊

蚊
帳
地
・
服
地
・
芯
地
・
モ
ス
リ
ン
・
そ
の
他
)

B
、
染
色
(
綿
・
ス
フ
・
麻
・
綽
毛
・
化
公
巳
繊

,
用
ノ
グ
^
^
^
J
!
Ⅱ
^
^
刀
^
-
 
f
d
 
二
ー
リ
ヒ
ー
^
ー

キ
リ
ン
モ
ス
リ
ン
・
キ
リ
ン
ウ
ー
ル
仔
一
U
リ
)

Π
巾
ν
尓

.

の
指
針
を
お
教
え
し
ま
す
。

そ
の
他
1
小
規
模
事
業
の
皆
さ
ん
方
に

必
要
な
法
律
や
市
で
き
め
れ
ら
た
.

種
々
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
も

ご
説
明
い
た
し
ま
t
。

.
★
ご
相
談
は
す
べ
て
無
料
、
お
気
軽
に
電

:
:
:
:
・
 
2
 
6
0
7
5
1
フ
.

〒

.一.

昭
和
三
十
九
年
十
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
三
十
九
年
十
月
三
十
日
発
行

奈
良
市
東
向
中
町
六

編
集
兼
中

寸

貞
三

発
行
人
中

木

奈
良
市
尼
ケ
辻
町
五
三

印
刷
人
長
沢
恒
二

奈
良
市
尼
辻
町
五
三
一

印
刷
所
^
^
^
^
^
^
^
^

奈
良
市
東
向
中
町
六

発
行
所
奈
良
商
工
会
議
所

伍
話
奈
良
代
表
②
六
0
七
五

一
.

一

鄭

右
川
寝
具
計
京
都
市
下
京
区
富
小
路
通
五
条
卜
る

エ
・
門
」
占
 
2

,
,
:
川
.
カ
,
 
2
 
-
九
0
四

電
話
京
都
⑳
一
三
八
七

多

テ

七
一

.

＼
、
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剛

ノ

戸

イ

1●
ヨ

多
,
う"

ノ 才

゛

四
九
八
0

五
七
五
一

奈
R
山
油
器
-
0
五
 
1
金
②
五
七
五
二

五
七
五
三

五
七
五
四

西
大
寺
工
場
奈
良
什
西
大
寺
町
電
栗
良
②
五
七
五
六

商
市
部
京
都
市
中
京
区
騨
水
師
通
東
削
院
東
入
る

怜
出 C

日
本
染
織
工
業
株
式
会
社

越

取
締
役
社
長
越
智
岩
太
郎

竹
高

士

営
業
種
目

輸出向・国内向

'U 毛糸編針
山特産竹製品百般

和 奈良県竹材工業株式会社
取締役社長奥田龍

製造卸

大阪連絡所

奈良県生駒郡生駒町高山 5655

話(高山) 7 番・3 5 番電

大阪市天王寺区味原町 62
電話(76D 1489 番

木水
11
_]_

場ネ1_

_一亘^

こ大

@,

・冷暖房完備・

-40 -

jレ

遊にビジネスに
こ利用下さい

ルタ

_Z弓"'
二毛多

'太^無ミ^ゞ、

1

^ ^

//,1ク、

奈良ホ

さ

^^

奈良公園電話(奈良)②-4101 ~ 3

三多考、姦ジ
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1

券

゛
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迫、乙
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ーづ:ン
hマ☆
ぐ工、

小山株式会社

V】

し

社会に奉仕す

ノ

て

る会社

^

本社全景

原色単色写真印刷

カタログ案内書

新聞雑誌図書

C

代表取締役小山榮 三

代表取締役小山恭 ^

余良山四木辻町88 電話代太奈良②心2]
札幌・仙台・央京・神奈川・富士・北 1第
名古屋・奈良・大阪・広島・商知・小倉
寝具類の賃貸医療機関用基準寝具の賃貸

村
、ノ

嚇業内容

共同印刷工業株式会社
社長長沢 ^

郎

<)

1

、、 株券公社債 低金利即決貸付

秀二 ■,

^ 引

親切・信用を誇る店

幸信産業株式会赴
1泰取締役社長

(小切手即時現金交換)

良市商天市町
話②8885~6

郎三田
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